
大　 　和　 　市

下 道 設 計 標 図

２年 全面

大和市　環境施設農政部

準水

０月１ （ 訂改 ）平成１

令和6年4月1日改訂版



１

【管　材　料】

和 市大

下水道用鉄筋コンクリート管Ｂ形規格図

下水道用鉄筋コンクリート管ＮＣ形規格図

下水道用硬質塩化ビニル管規格図

下水道用推進工法用硬質塩化ビニル管規格図

下水道小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管規格図

下水道推進工法用鉄筋コンクリート管規格図

【管　基　礎】

下水道用鉄筋コンクリート管砂基礎布設図

推進工法用鉄筋コンクリート管空伏基礎布設図

【マンホール】

１号マンホール標準構造図

２号マンホール標準構造図

３号マンホール標準構造図

４号マンホール標準構造図

組立０号マンホール標準構造図

組立１号マンホール標準構造図

組立２号マンホール標準構造図

組立３号マンホール標準構造図

組立４号マンホール標準構造図

２

３

１０－２

１１

１４

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２８

２８－1

塩ビ製小型マンホール標準構造図

下水道用鋳鉄製マンホール鉄ふた・防護ふた構造図

後付用中間スラブ構造図

現場打中間スラブ用保安蓋構造図

現場打マンホール用足掛金物詳細図

外副管構造図（参考図）

内副管構造図

マンホールインバート図

【桝および取付管】

汚水桝標準構造図

雨水桝標準構造図

集水桝標準構造図

【施　工】

山留工標準仮設図（参考図）

ガス管吊防護図（参考図）

電話ケーブル吊防護図（参考図）

電力ケーブル吊防護図（参考図）

水道管吊防護図（参考図）

４２

４４

４５

４６

４９

５１

５２

５７

５８

６２

６４

６５

６６

６７

６３－１

目　　　　　　次 ※３３～３８は欠番

組立特１号マンホール標準構造図

下水道用硬質塩化ビニル管砂基礎布設図

R6.4.1改

３０

３９

２９

マンホール部接合詳細図（塩ビ管）



　和　市

下水道用鉄筋コンクリート管Ｂ形規格図

管の形状，寸法及び寸法の許容差
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　２８．８７５

　３５．３４６

　５２．６７９

（単位：ｍｍ）

呼び径

　１００

　１２５

　１５０

　２００

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

　

ｄ

受口内径

１（最小）

１１４．５

１４０．６

１６５．７

２１６．９

２６８．１

３１９．３

３７１．５

４２１．７

４７１．９

５２２．１

６３３．８

ｅ

接合長さ

（最小）

　４２

　４４

　４７

　５２

　５７

　６２

　６７

　７２

　７７

　８２

　９３

ｌ

受口長さ

（最大）

１４５

１５５

１６５

１８５

２０５

２２５

２４０

２６０

２８５

３０５

３５５

呼び径

　１００

　１２５

　１５０

　２００

ｄ

受口内径

１（最小）

１１５．０

１４１．０

１６６．０

２１８．０

ｅ

接合長さ

（最小）

　４８

　５３

　５８

　６９

ｌ

受口長さ

（最大）

　９０

　９９

１０８

１２６

（単位：ｍｍ） （単位：ｍｍ）

注１．

　

呼び径

　　７５

　１００

　１２５

　１５０

　２００

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

　　８９．６ ±０．３

許容差ｄ１

受 口 内 径

　　８８．３ ±０．３

許容差ｄ２

　　　４０　 　±　５

許容差ｌ

受 口 長 さ

　１１４．８ ±０．４ 　１１３．２ ±０．４ 　　　５０ 　±　５

　１４０．９ ±０．４ 　１３９．１ ±０．４ 　　　６５ 　±　５

　１６６．１ ±０．５ 　１６３．９ ±０．５ 　　　８０ 　±　５

　２１７．４ ±０．６ 　２１４．６ ±０．６ 　　１１５ 　±１０

　２６８．６ ±０．６ 　２６５．４ ±０．６ 　　１４０ 　±１０

　３１９．８ ±０．７ 　３１６．２ ±０．７ 　　１６５ 　±１０

　３７２．０ ±０．７ 　３６８．７ ±０．７ 　　２００

　４２２．３ ±０．８ 　４１８．４ ±０．８ 　　２２０

　４７２．６ ±０．９ 　４６８．１ ±０．９ 　　２５０

　５２２．８ ±０．９ 　５１８．２ ±０．９ 　　２８０

　６３４．３ ±１．１ 　６２６．７ ±１．１ 　　３３０

　±１０

　±１０

　±１０

　±１０

　±１０

（単位：ｍｍ）

８

備考 本表は、ＪＩＳ　Ｋ　６７４１のＶＵ（呼び径７５ ００）と同一である。

注１．

　２

～６

． 　表中１ｍ当たりの質量は、密度１．４３ｇ/ｃｍ　で算出したものである。3

．３ 　内径は、管の厚さをｔ（最小）＋許容差/２として算出したものである。

直管部共通寸法

　

注１． 　ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の

形状は規定しない。

　２． 　受口内径

の内径測定値の平均値とする。

ｄ１は、直角２方向以上

　破線に示す形状にすることもできる。

　

２．

の内径測定値の平均値とする。

ｄ１は、直角２方向以上．３

　ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の

形状は規定しない。

　受口内径

本管ゴム輪受口共通寸法 取付け管ゴム輪受口共通寸法 接着受口共通寸法

　

　 　破線に示す形状にすることもできる。．注１

ｄ１及びｄ２は、直角２方向以上の内径測定値の

平均値とする。

　受口内径．

．

２

３ 　接着受け口Ａ形の受け口長さを、呼び径250はｌ＝125±10

呼び径300はｌ＝140±10とすることができる。

０

呼び径

　１００

　１２５

　１５０

　２００

ｄ

受口内径

１（最小）

．

１４

１６ ．

２１

ｅ

接合長さ

（最小）

　４８

　５３

　５８

　６９

ｌ

受口長さ

（最大）

１

（単位：ｍｍ）

注１．

　

取付け管ゴム輪受口共通寸法
（自在）

１１４ ５

０．６

５ ７

．６ ９

１ ０

１ ５１

２０

５１４

の内径測定値の平均値とする。

ｄ１は、直角２方向以上

　ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の

形状は規定しない。

　受口内径２．

R6.4.1改

（
参
考
）

3

平均値（平均外径）と基準寸法との差をいう。
　平均外径の許容差とは、任意箇所における直角2方向以上の外径測定値の



　和　市

水道用硬質塩化ビニル管規格図（２）
直 管

標線

Ｌ Ｌ Ｌ

Ｌ

標線

Ｌ

プレーンエン 直管

本管形（略号ＳＲＡ）

ゴム輪受口片受直管

取付管形（略号ＳＲＢ）

呼び径

　　７５

　１００

　１２５

　１５０

　２００

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

４０００±１０

（単位：ｍｍ）

Ｌ 呼び径

　１００

　１２５

　１５０

　２００

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

４０００±１５

（単位：ｍｍ）

Ｌ

呼び径

　１００

　１２５

　１５０

　２００

４０００±１５

（単位：ｍｍ）

Ｌ

　８００±１０

接着受口片 直管

呼び径

　１００

　１２５

１５０

　２００

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

４０００±１５

（単位：ｍｍ）

Ｌ

（略号ＳＴ）

ゴム輪受口両受直管

（略号ＷＳＲＡ）

呼び径

　１００

　１２５

　１５０

　２００

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

　　３０００　

（単位：ｍｍ）

Ｌ（最小）

　　３５００　

大

　 －１ ）（ＪＳＷＡＳ Ｋ -2010

R6.4.1改

注１． 　全長４０００㎜を加工したも

のを標準とする。

　２． 　ゴム輪受口は、本管形とする。注１． 　面取りの形状は、規定しない。

注１． 　面取りの形状は、規定しない。

下

ド

受

　

4



　和　市

下水道用硬質塩化ビニル管規格図（３）
曲 管

大

Ｒ

Ｚ

Ｚ

２

１

α

９ 　 ０ 　 度

接着受口（略号９０ＳＴ）

Ｚ

９
０
゜

ＲＺ

Ｒ

Ｚ

Ｚ
１

２

α

１
Ｚ

Ｒ

Ｚ
２

接 着 受 口（略号 Ｓ Ｔゴム 輪受 口（ 略 号ＳＲ） ） ）自在曲管（略号ＳＲＦ

呼び径

　１５０　

　２００

　１５０

　２００

　１５０

　２００

　１５０

　２００

角　度

　１５゚ 　

Ｚ１
α

　３０゚ 　

　４５゚ 　

　６０゚ 　

　１２９　

　１４９

　１５９

　１８７

　１９１

　２２８

　２２７

　２７４

　

　

注１． １Ｚ の許容差は、±１５ｍｍとする。

　ゴム輪受口は、取付け管形とする。

最小

Ｚ２

射出成形品 ２次成形品

　９０ ２２０

１１０ ２８０

　９０ ２２０

１１０ ２８０

　９０ ２２０

１１０ ２８０

　９０ ２２０

１１０ ２８０

Ｒ（参考）

（単位：ｍｍ）

５１

５２

１５

２５

０４

５５

０６

５７

２．

３． 面取りの形状は、規定しない。

呼び径
角　度

α 最小

Ｚ２

射出成形品 ２次成形品

Ｒ（参考）

（単位：ｍｍ）

　１５０　

　２００

　１５０

　２００

　１５０

　２００

　１５０

　２００

　１５゚ 　

　３０゚ 　

　４５゚ 　

　６０゚ 　

　１

　

　

　１

　１

注１．

２． 面取りの形状は、規定しない。

　ゴム輪受口は、取付け管形（自在）とする。

　１５０　

　２００
　 　゚

　 　

　１

　

　１５０

　２００
　 　

　 １１０

０

゜７５

１１０

５２

Ｚ１

最小

―

―

― ―

― ―

　０１

１１２

０４

５４

α

７１１

４０

　 ０５

５７

０３

　１５５

６８

　９３

４３１

７１ ５

７５

１２１

５５１

５１９

５９

５３１

７７

１ １０

７７

１ １０

７７

１ １０

７７

１ １０

７７

７７

７７

０

７７

７７

１ ０

１

０９

２ ５

０１７

１７

０１７

７

呼び径

　１５０　

　２００　

　２５０　

　３００　

　１７０　

　１９６　

　２２５　

　２５０　

Ｒ（参考）

　１７０

　１９６

　２２５

　２５０

注 Ｚの許容差は、±１５ｍｍとする。

（単位：ｍｍ）

Ｚ

　 －１ ）ＳＷＡＳＪ（ Ｋ -2010

R6.4.1改
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　和　市

下水道用硬質塩化ビニル管規格図（
硬質塩化ビニル管用支管

大

９ ０ 度 支 管

（略号９０ＳＶＲ）

６ ０ 度 支 管 副管用９０度支管

（略号ＶＳ）

呼 び 径

２００－１５０

２５０－１５０

２５０－２００

３００－１５０

３００－２００

３５０－１５０

３５０－２００

４００－２００

４００－２５０

４５０－２００

４５０－２５０

１４０

Ｚ

１４０

１６０

１４０

１６０

１４０

１６０

１６０

２００

１６０

２００

（最小）

ｔ

４

４

４

４

４

４

（最小）

Ａ

（最大）

Ｂ

（標準）

Ｒ

３００

３００

３００

３００

３００

３００

　６．５

　７．８

　９．２

１０．５

１１．８

１３．２

１３３．５

１０８．０

１５９．０

１８５．０

２１０．０

２３５．０

５００－２５０

５００－３００

６００－３００

２００

２２０
４ ３５０ １４．６ ２６０．０

２２０

（単位：ｍｍ）

４ ３５０ １７．８ ３１５．０

ｔ
Ｂ

Ａ

Ｚ

Ｒ

Ａ

ｔ
Ｂ

Ａ
Ｚ

略 号 ６０ Ｓ ＶＲ ）Ｋ（

略 号９０ ＳＶ（ ）ＲＦ 略号 ６０ ＳＶＲＫ（ Ｆ）

Ｂ
ｔ

Ｚ

Ａ

直
管
部

Ｒ

Ａ

直
管
部

Ｚ ｔ
Ｂ

Ａ

Ｒ

Ａ

ｔ
Ｂ

Ａ

Ｚ

呼 び
９０度 ６０度

径
最小）

ｔ

（最小）

Ａ

（最大）

Ｂ

（標準）

Ｒ
呼 び 径

９０度 ６０度（９０度 ６０度

Ｒ

）準標（

Ｂ

）大最（

Ａ

）小最（

ｔ

）小最（６０度９０度

（単位：ｍｍ）

Ｚ(ＳＶＲ) Ｚ(ＳＶＲ)

５００－１５０

５００－２００

６００－１５０

６００－２００

　５０ 　９５

　５０

　５０

１１０

　５０

　９５

１１０
０．５１３

０．０６２

８．７１

６．４１

００３

００３

４

４
　 　９５

　

１１０

　９５

１１０

３５

９４

５３

９４

００－１５０

００－２００

５０－１５０

５０－２００

　５０ 　９５

　５０ １１０

　５０ 　９５

　５０ １１０

４

４

３００

３００

１１．８

１３．２

２１０．０

２３５．０

　 　９５

１１０

　９５

　 １１０

５３

４９

５３

９４

４

４

４

４
３

２００－１５０

２５０－１５０

２５０－２００

３００－１５０

３００－２００

３５０－１５０

３５０－２００

　５０ 　９５

　５０ 　９５

　５０ １１０

　５０ 　９５

　５０ １１０

　５０ 　９５

　５０ １１０

４

４

４

４

３００

００

３００

３００

　６．５

　７．８

　９．２

１０．５

１３３．５

１０８．０

１５９．０

１８５．０

　９５

　 　９５

１１０

　 　９５

１１０

　９５

　 １１０

３５

５３

９４

３５

９４

５３

９４

－ ０ ４　０１５ １０ ４５ ８０ ― ― ２ ０３ ．．５ １ ８２ ５

Ｚ(SVRF･最小) Ｚ(SVRF･最小)

　２．ｔ、Ａ、Ｂ、Ｒ、は、90度及び管軸60度支管に共通の寸法とする。

注１．呼び径は、「本管呼び径―取付け管呼び径」である。

　３．Ｚの許容値は、±15㎜とする。

　４．Ｒは標準値を示す。

　５．ゴム輪受け口は、取付け管形とする。

　 －１ ）（ＪＳＷＡＳ

R6.4.1改

注１．呼び径は、「本管呼び径―取付け管呼び径」である。

　２．Ｚの許容値は、±10㎜とする。

　３．Ｒは標準値を示す。

Ｋ -2010
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硬

　和　市

　質塩化ビニル管用支管

大

下水 用硬質塩化ビニル管規格図（ ）

ＲＶ

Ｚ

ｄ

Ｚ

θ

Ｌ

Ａ

Ｂ

Ｒ

Ｌ

Ｚ

θ
Ｚ

（ 略 号 Ｓ４ ）Ｄ

２

１

支 管４ ５

４－２

１００　 　

ｄ

（最小）
Ｌ

１６６

呼び径

５０－１５０１

注 Ｚ 及びＺ の許容差は、±１０ｍｍとする。２１

（最小）（標準）
Ｚ Ｚ

ｔ
１ ２

３５ ５０ ５

（単位：ｍｍ）

Ａ
Ｂ

θ
（最大）

３２０ ４５°５．１

6-1

道

度
５

ｄ

Ｒ

８２．５



和　市

下水道用硬質塩化ビニル管規格図（

９ ０ 度 支 管

（略号９０ＳＨＲ）

大

鉄筋コンクリート管用支管 　 －１ ）（ＪＳＷＡＳ Ｋ

R6.4.1改
Ｚ ｔ

Ｂ

Ａ

　

５－１
-2010

６ ０ 度 支 管

（略号 ０ＳＨＲ）６Ｋ

ｔ
Ｂ

Ａ

Ｚ

Ｒ

Ａ

９ ０ 度 支 管

ｔ
Ｂ

Ａ

Ｚ

（ 略 号 ９０Ｓ ＨＲＦ）

Ｒ

Ａ

６ ０ 度 支 管

ｔ
Ｂ

Ａ

Ｚ

（ 略 号 ０Ｓ ＨＲ６Ｋ Ｆ）

呼 び 径

　２００－１５０

　２５０－１５０

　２５０－２００

　３００－１５０

　３００－２００

　３５０－１５０

　３５０－２００

　４００－１５０

　４００－２００

　４５０－１５０

　４５０－２００

　５０

９０度

　９５

６０度

　５０ 　９５

　５０ １１０

　５０ 　９５

　５０ １１０

　５０ 　９５

　５０ １１０

　５０ 　９５

　５０ １１０

　５０ 　９５

　５０ １１０

　５００－１５０

　５００－２００

　６００－１５０

　６００－２００

　７００－１５０

　７００－２００

　５０ 　９５

　５０

　５０

１１０

　５０

　９５

　５０

１１０

　５０

　９５

１１０

　８００－１５０

　８００－２００

　５０

　５０

　９５

１１０

注１．呼び径は、「本管呼び径―取付け管呼び径」である。

　２．ｔ、Ａ、Ｂ、Ｒ、は、90度及び管軸60度支管に共通の寸法とする。

　３．Ｚの許容値は、±15㎜とする。

　４．Ｒは標準値を示す。

　５．ゴム輪受け口は、取付け管形とする。

最小）

ｔ

４

４

４

４

４

４

（最小）

Ａ

（最大）

Ｂ

（標準）

Ｒ

２５５

２５５

　　２５

　　２６

　　２８

　　３０

　　３３

　　３６

　　１５３

　　１２７

　　１８０

　　２０７

　　２３５

　　２６３

　９００－１５０

　９００－２００

１０００－１５０

１０００－２００

１１００－１５０

１１００－２００

１２００－１５０

１２００－２００

　５０

９０度

　９５

６０度

　５０

　５０

１１０

　５０

　９５

　５０

１１０

　５０

　９５

　５０

１１０

　５０

　９５

１１０

０

２５５

３ ０

２５５

０

２５５

３ ０

２５５

３ ０

４

４

４

２５５
　　４０

　　４８

　　５６

　　２９２

　　３５０

　　４０８

３ ０

２５５

３ ０

２５５

４ 　　６４ 　　４６６
２５５

３ ０

１３５０－１５０

１３５０－２００

　５０

　５０

　９５

１１０

１５００－１５０

１５００－２００

　５０

　５０

　９５

１１０

１６５０－１５０

１６５０－２００

　５０

　５０

　９５

１１０

１８００－１５０

１８００－２００

　５０

　５０

　９５

１１０

２０００－１５０

２０００－２００

　５０

　５０

　９５

１１０

呼 び 径

３０

０

３０

０

０

０

０

０３０

０

（９０度 ６０度 （最小）

ｔ

４

４

４

４

（最小）

Ａ

（最大）

Ｂ

（標準）

Ｒ

（単位：ｍｍ）

２５５
　　７３

　　７９

　　８５

　　９２

　１００

　　５２５

　　５８２

　　６３８

　　６９５

　　７７８

３ ０

２５５

３ ０

２５５

３

２５５

２５５

３ ０
４

　１０８ 　　８６２
２５５

４

　１１６ 　　９４５
２５５

３ ０
４

　１２３ 　１０２７
２５５

３ ０
４

　１４０ 　１１４５
２５５

３ ０
４

０

０

００

０３０

０

０３０

０

０

０

９０度 ６０度

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

　９５５３

　９５５３

９４ １１０

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

　９５３

９４ １

５

０１

Ｚ(ＳＨＲ) Ｚ(SHRF･最小) Ｚ(ＳＨＲ) Ｚ(SHRF･最小)

）

７



和　市

下水道用硬質塩化ビニル管規格図（

大

鉄筋コンクリート管用支管 　 －１ ）（ＪＳＷＡＳ Ｋ

R6.4.1改

　

５－２）
-2010

　２００－１５０

　２５０－１５０

　２５０－２００

　３００－１５０

　３００－２００

１４０

Ｚ

１４０

１６０

１４０

１６０

（最小）

ｔ

（最小）

Ａ

（最大）

Ｂ Ｒ

　　 　

呼 び 径

　　 　

３００

　 　

３００ 　 　

　７００－２００ １６０

Ｚ
（最小）

ｔ

（最小）

Ａ

（最大）

Ｂ

（標準）

Ｒ

（単位：ｍｍ）

呼 び 径

４ ２５５

２５５

　３５０－１５０

　３５０－２００

１４０

１６０

　

３００ 　 　

　４００－１５０

　４００－２００

　

１４０

１６０

　　 　

３００ 　

　４５０－１５０

４５０－２００

１４０

１６０

　　 　

３００ 　　

　

　

　

　

　５００－１５０

　５００－２００

１４０

１６０

　

３００ 　

　　６００－１５０

　６００－２００

１４０

１６０

　

３００ 　

　８００－

　８００－

　　

　 　

　９００－

　９００－

　

　

　

１０００－

１０００－

　

　　

　

１１００－

１１００－

　

　　

１２００－

１２００－

　

　

１３５０－

１３５０－ 　

１５００－

１５００－

　

　

１５００－

－

　

　

　

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

　３００－２ ０

　

３５０

３５０－

５０

０

　４００－

　４００

　４５０－

４５０－

　５００－

　５００－

　６００－

　６００－

５０

０

５０

０

５０

０

５０

００

４

０５

－２

０３

２

０－３

２

０３

２

０３

２

３

２０

２００

２ ０２

２００

２ ０２

２００

２ ０２

２００

２ ０２

２００

２ ０２

４

３ ０５

３ ０５

４ ００

３ ０５

４ ００

３ ０５

４ ００

３ ０５

４ ００

３ ０５

４ ００

２５ １２７

２５５

２５５

２５５

２５５

２５５

２５５

４

１２６ ５３

　１８２８ ０

　３ 　２０ ０７

　２３５３３

３ 　２６３６

　４ 　２９２０

　３５０４８

７００－

７００－

５０

０

２

０３

０１６５
以上

－０１６５
以上

－０１６５
以上

２００

５０

０

２

０３

２００

５０

０

２

０３

２００

５０

０

２

０３

２００

５０

０

２

０３

２００

５０

０

２

０３

２００

５０

０

２

０３

２００

５０

０

２

０３

２００

５０

０

２

０３

８００－

９００－

１０００－

１１００－

１２００－

１３５０－

２００

２ ０２

１６０

２００

２ ０２

１６０

２００

２ ０２

１６０

２００

２ ０２

１６０

２００

２ ０２

１６０

２００

２ ０２

１６０

２００

２ ０２

１６０

２００

２ ０２

１６０

２００

２ ０２

３００

３ ０５

４ ００

３００

３ ０５

４ ００

３００

３ ０５

４ ００

３００

３ ０５

４ ００

３００

３ ０５

４ ００

３００

３ ０５

４ ００

３００

３ ０５

４ ００

３００

３ ０５

４ ００

３００

３ ０５

４ ００

　　５ 　４０８　６

６ 　４６６　４

　７ 　５２５　３

　　５８２７９

　　８ 　６３８５

　　 　６９５９２

　　１０ 　７７８０

　８６２８１０

１１６ ９ ５４

副 管用９０度支管

（略号ＨＳ）

Ｂ
ｔ

Ｚ

Ａ

直
管
部

Ｒ

Ａ

直
管
部

注１．呼び径は、「本管呼び径―取付け管呼び径」である。

　３．Ｒは標準値を示す。

7-1

　２．Ｚの許容値は、±10㎜とする。



　和　市大

５００±１５

呼び径

　１００

　１２５

　１５０

　２００

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

　

（単位：ｍｍ）

Ｌ Ｓ（参考）

２ ０

３００

２５０

呼び径

　１００

　１２５

　１５０

　２００

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

　

（単位：ｍｍ）

Ｌ Ｓ（参考）

２００

３００

２５０

呼び径

　１５０

　２００

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

（単位：ｍｍ）

Ｌ Ｓ（参考）

２００

２５０

３００

０

３５０ ３５０

形状にすることもできる。
注１．　マンホールの内径に合わせて、破線で示す

　　２．　ゴム輪受け口は、本管形とする。

　　３．　シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉
　　　　模様あるいは梨地などの浅い凸凹を付ける加

工をいう。

０００±１１ ５

５００±１５

±１５７ ０５

形状にすることもできる。
注１．　マンホールの内径に合わせて、破線で示す

　　　　模様あるいは梨地などの浅い凸凹を付ける加

工をいう。

　　２．　シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉

３５０

０００±１５１

形状にすることもできる。
注１．　マンホールの内径に合わせて、破線で示す

　　２．　ゴム輪受け口は、本管形とする。

　　３．　シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉
　　　　模様あるいは梨地などの浅い凸凹を付ける加

工をいう。

下水道用硬質塩化ビニル管規格図（６）
マン ホ ー ル 継 手

上流用マンホール継手

（略号ＭＲ）

副管分岐用マンホール継手

（略号ＭＲＬ）

下流用マンホール継手

（略号ＭＳＡ）

ゴム輪

流水方向

Ｌ

Ｓ

Ｌ

Ｓ 標線

流水方 向

Ｌ

Ｓ

ゴム 輪

流水方向
砂付け又はシボ加工と
することができる

砂付け又はシボ加工と
することができる

砂付け又はシボ加工と
することができる

　 －１ ）（ＪＳＷＡＳ Ｋ -2010

R6.4.1改

8



L(最大)

　和　市

下水道用硬質塩化ビニル管規格図（７）
カ ラ ー

接 着 受 口 カ ラ ー

（略号ＷＴＢ）

ゴ ム 輪 受 口 カ ラ ー

（略号ＷＲ）

ｄ

ゴ ム 輪 ゴ ム輪

ｄ
１

呼び径

　　７５　

　１００　

　１２５　

　１５０　

　２００　

　２５０　

　３００　

　　８４　

　１０５　

　１３５　

　１６５　

　２３５　

　２７６　

　３０７　

　　４　　

　　５　　

　　５　　

　　５　　

　　５　　

　　５　　

　　５　　

ｄ（参考）

　　８３　

　１０７　

　１３１　

　１５４　

　２０２　

　２５０　

　２９８　

（単位：ｍｍ）

呼び径

　１００　

　１２５　

　１５０　

　２００　

注１． ｄ１の寸法は、本管形と同一である。

大

L

Ｚ L

L

注１．　Lの許容差は、呼び径75～150は±10㎜、呼び径
　　　200～300は±20㎜とする。

　２．　ZLの許容差は、±2㎜とする。

L Ｚ

１１４．５

１４０．６

１６５．７

２１６．９

ｄ１（最小）

　　６６　

　　７６　

　　８６　

　１０７　

　１８０　

　２００　

　２２０　

　２５０　

（単位：ｍｍ）

L　(最小)1

1

　 －１ＳＷＡＳ Ｋ -2010）Ｊ（

R6.4.1改
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　和　市

下水道用硬質塩化ビニル管規格図
（ 参 考 図 ）

（
内 副 管 用 マ ン ホ ー ル 継 手

Ｌ

Ａ
Ｄ

１

５００ １００Ｄ２

２００ Ａ
Ｄ

１

５００ １００Ｄ２

２００

Ｌ

砂 付け加 工

ＦＲ Ｐ補強

４－Ｍ８　ＳＵＳ

蝶ボルト

砂 付け加工

Ｆ ＲＰ補強

４－Ｍ８　ＳＵＳ

蝶ボルト

Ａ
Ｄ

１

５００ １００Ｄ２

２００

Ｌ

砂付 け加工

ＦＲ Ｐ補強

４－Ｍ８　ＳＵＳ

蝶ボル ト

Ｈ

塩 ビ 管 用

（ゴムリングタイプ） （接着タイプ）

ヒ ュ ー ム 管 用

呼 び 径

２００×１５０

２５０×２００

３００×２５０

３５０×３００

　９３５

１００１

１０６７

１１３８

Ｌ

　２１６

　２６７

　３１８

　３７０

Ｄ

　１６５

　２１６

　２６７

　３１８

Ｄ

　１５０

　２００

　２５０

　２５０

Ａ１ ２

（単位：ｍｍ）

寸法許容差±５％

呼 び 径

２００×１５０

２５０×２００

３００×２５０

３５０×３００

　８８５

　９６６

１０４７

１１１８

Ｌ

　２１６

　２６７

　３１８

　３７０

Ｄ

　１６５

　２１６

　２６７

　３１８

Ｄ

　１５０

　２００

　２５０

　２５０

Ａ１ ２

（単位：ｍｍ）

寸法許容差±５％

呼 び 径

２００×１５０

２５０×２００

３００×２５０

３５０×３００

　８８５

　９６６

１０４７

１１３８

Ｌ Ｄ

　２１６

　２６７

　３１８

　３７０

Ｄ

　１６５

　２１６

　２６７

　３１８

Ａ１ ２

（単位：ｍｍ）

寸法許容差±５％

　２７６

　３１８

　３７０

　４２０

Ｈ

　１５０

　２００

　２５０

　２５０

大

10

８－１）



　和　市

（ 参 考 図 ）内 副 管 用 マ ン ホ ー ル 継 手

大

下水道用硬質塩化ビニル管規格図（ ）８－２

２８８～５１０

２
０
４
～
３
１
８

２
８
８
～
５
１
０

３
７
５
～
５
０
０

２
１
５
～
３
０
０

１
２
８
～
２
１
０

２
０
４
～
３
１
８

φ１５０～２００管路口

φ１５０管路受口

背面点検口（ふた）

φ
１
５
０
以
上

２３０～２８７

１１２～１３０

φ１５０以上
上面点検口（開放）

２８８～５１０

φ１５０以上

φ
１
５
０
以
上

２
８
８
～
５
１
０

３
７
５
～
５
０
０

塩 ビ 管 用
（壁面貼付タイプ）

φ
１
５
０
以
上

φ
１
５
０
以
上

２３０～２８７

10-1

φ１５０管路受口



　和　市大

　 － ）（ＪＳＷＡＳ

R6.4.1改

-2009Ｋ ６

＋0.6
－0.3

＋0.6
－0.3

＋0.6
－0.3

＋0.6
－0.3

＋1.0
－0.5

＋1.0
－0.5

＋1.0
－0.5

154.0

205.0

256.0

307.0

359.0

409.0

459.0

呼び径 Ｄ Ｄ１ ２Ｄ

216.0±0.7

165.0±0.5

267.0±0.9

318.0±1.0

370.0±1.2

420.0±1.3

470.0±1.5

＋0.6
－0.3

＋0.6
－0.3

＋0.6
－0.3

＋0.6
－0.3

＋1.0
－0.5

＋1.0
－0.5

＋1.0
－0.5

160.0

211.0

262.0

313.0

365.0

415.0

465.0

ｄ１
ｄ

（参考）

146

194

240

286

339

385

431

161.3±0.5

212.3±0.5

263.3±0.5

314.3±0.5

366.7±0.5

416.7±0.5

466.7±0.5

8.9

10.3

12.7

15.1

14.3

16.2

18.1

＋1.4
  0

＋1.4
  0

＋1.8
  0

＋2.2
  0

＋2.0
  0

＋2.2
  0

＋2.6
  0

ｔ Ｌ

1000±3

1000±3

2000±5

（単位：ｍｍ）

150

200

250

300

350

400

450

注１．　Ｄ、Ｄ　及びＤ　は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の直径測定値の平均値をいう。

　２．　先頭管とは先導体に接続する管で、最終管とは推進時の最後に使用する管である。

　３．　差し口先端部は、糸面取りとする。

　４．　シール材の形状及びシール材周辺部の形状は、規定しない。

２１

　　　はその間の推進時に使用する管をいう。
　２．　先頭管とは先導体に接続する管で、最終管とは推進時の最後に使用する管である。また、標準管と

SUSカラー付き直管(SUSR)

１
ｄ

198±１

２

SUSカラー詳細図

先頭管及び最終管標　準　管

Ｌ
100ｔ

Ｌ

Ｄｄ Ｄ
２

Ｄ
１

100 100ｔ

ＤＤｄ Ｄ
１２

下水道推進工法用硬質塩化ビニル管規格図（１）

SUSカラー
シール材

接続部参考図
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φ
Ｄ

Ｄ１Ｄ

150

200

250

300

350

400

450

受口部
差し口部
受口部
差し口部
受口部
差し口部
受口部
差し口部
受口部
差し口部
受口部
差し口部
受口部
差し口部

165.0±0.5

216.0±0.7

470.0±1.5

420.0±1.3

370.0±1.2

267.0±0.9

318.0±1.0

158.4±0.3
157.8±0.3
208.2±0.3
207.6±0.3
258.6±0.4
257.8±0.4
307.8±0.4
307.0±0.4
362.5±0.5
361.5±0.5
411.6±0.5
410.6±0.5
460.5±0.5
459.5±0.5

208.2±0.3

258.6±0.4

307.8±0.4

157.4±0.3

207.2±0.3

257.4±0.4

306.6±0.4
362.4±0.5
361.0±0.5
411.5±0.5
410.1±0.5
460.4±0.5
459.0±0.5

ｄ

（参考）
Ｄ２ Ｄ３

158.4±0.3 154.2±0.3
153.2±0.3
203.2±0.3
202.2±0.3
251.4±0.4
250.2±0.4
299.4±0.4
298.2±0.4
353.8±0.5
352.4±0.5
401.9±0.5
400.5±0.5
449.8±0.5
448.4±0.5

146

194

431

385

339

64±1

ｌ

64±1

64±1

64±1

79±1

79±1

79±1

ｔ Ｌ

（単位：ｍｍ）

18.1 ＋2.6
  0

16.2 ＋2.2
  0

14.3 ＋2.0
  0

15.1 ＋2.2
  0

12.7 ＋1.8
  0

10.3 ＋1.4
  0

8.9 ＋1.4
  065 +1

 0

65 +1
 0

65 +1
 0

65 +1
 0

+1
 0

+1
 0

+1
 0

80

80

80

1000±3
800±3

2000±5

1000±3

800±3

　３．　差し口先端部は、糸面取りとする。

注１．　Ｄ、Ｄ　Ｄ　及びＤ　は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の直径測定値の平均値をいう。２１ ３

　２．　先頭管とは先導体に接続する管で、最終管とは推進時の最後に使用する管である。また、標準管とはその　２．　先頭管とは先導体に接続する管で、最終管とは推進時の最後に使用する管である。
　　　間の推進時に使用する管をいう。

呼び径
(最小)

150～300

350～450

20

25

5

15
6.75 7.00

ｌ Ｅ Ｆ

(最小)(標準) (標準) (標準)

継手差し口部

ｌ１ ２ ｌ３

(最小)

20

25
40

5

15

ｌ Ｅ Ｆ

(最小)(標準) (標準) (標準)

ｌ１ ２ ｌ３

継手受口部

7.00 6.75

（単位：ｍｍ）

40

当たる寸法にて加工すること。
※は差し口先端部が受口部最奥部に

　 － ）（ＪＳＷＡＳ

R6.4.1改

-2009Ｋ ６

下水道推進工法用硬質塩化ビニル管規格図（２）

スパイラル継手付き直管(SUSR)

Ｄ

Ｌ

ｔ

ｄ

ｌ
ｌ

Ｄ

Ｄ
 
(
Ｄ
 
)

１
２

３

標　準　管

ｌ

ｔ

ｄ Ｄ
Ｌ

先　頭　管

Ｄ

Ｌ

ｔ

ｄ

ｌ

Ｄ

Ｄ
 
(
Ｄ
 
)

１
２

３

最　終　管

ｌ

ｌｌ ２

ＥＦ
ｌ１３※

１

Ｒ
0.5

Ｒ
0.5

φ
Ｄ

２

φ
Ｄ

３

φ
Ｄ

φ
Ｄ

φ
ｄ

ｔ

継手受口部詳細図

ｌ

ｌｌ ２

ＥＦ

ｔ

φ
Ｄ

φ
Ｄ

φ
Ｄ

１２
３

Ｒ
0.5

Ｒ
0.5

ｌ１３※

φ
ｄ

継手差し口部詳細図

受口部
差し口部

⇒

推進方向

接続部参考図

　４．　管厚区分はＶＰ又はＶＭとする。

呼び径
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　和　市大

呼び径

450

150

200

250

300

350

400

ｄ

165.7

216.9

268.1

319.3

371.5

421.7

471.9

(最小)
ｅ

53

54

59

62

67

72

77

(最小)
ｌ

165

185

205

225

240

260

285

(最小)

受　口　部

165.0±0.5

216.0±0.7

470.0±1.5

420.0±1.3

370.0±1.2

267.0±0.9

318.0±1.0

Ｄ

18.1 ＋2.6
  0

16.2 ＋2.2
  0

14.3 ＋2.0
  0

15.1 ＋2.2
  0

12.7 ＋1.8
  0

10.3 ＋1.4
  0

8.9 ＋1.4
  0

ｔ Ｌ

直　管　部

MR-VP

MR-VM

略　号

200

250

300

Ｓ
(参考)

（単位：ｍｍ）

　２．　ゴム輪の形状及びゴム輪周辺の形状は、規定しない。

１　３．　Ｄ及びｄ　は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の直径
　　　測定値の平均値をいう。

　４．　シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様あるいは梨地などの
　　　浅い凸凹を付ける加工をいう。

呼び径

450

150

200

250

300

350

400

165.0±0.5

216.0±0.7

470.0±1.5

420.0±1.3

370.0±1.2

267.0±0.9

318.0±1.0

Ｄ

18.1 ＋2.6
  0

16.2 ＋2.2
  0

14.3 ＋2.0
  0

15.1 ＋2.2
  0

12.7 ＋1.8
  0

10.3 ＋1.4
  0

8.9 ＋1.4
  0

ｔ

差　し　口　部

Ｌ

500±15

750±15

1000±15

直　管　部

200

250

300

Ｓ
(参考)

MSA-VP

MSA-VM

略　号

（単位：ｍｍ）

　　　することができる。

　２．　Ｄは、任意箇所における相互に等間隔な２方向
　　　以上の直径測定値の平均値をいう。

　３．　シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様
　　　あるいは梨地などの浅い凸凹を付ける加工をいう。

216.9

呼び径

150-900

200-900

250-900

150-1050

200-1050

250-1050

300-1050

200-1400

250-1400

300-1400

150

200

250

300

円
　
形

人
孔
種
別

受口部

１ｄ

268.1

165.7

165.7

216.9

319.3

268.1

216.9

268.1

319.3

216.9

268.1

165.7

319.3

角
　
形

(最小)

75

100

100

75

Ｌ

(参考)

Ｍ

50

50

１

(参考)

Ｍ

80

80

２

(参考)

Ｍ

75

75

(参考)

３ ｔ

4.0

4.0

(最小)

Ｒ

450

525

700

―

(参考)

（単位：ｍｍ）

　２．　形状は破線で示すものとすることができる。

　３．　ゴム輪の形状及びゴム輪周辺の形状は、規定しない。

１

注１．　呼び径は、円形は「本管呼び径－マンホール外径」、
　　　角形は「本管呼び径」とする。

　４．　ｄ　は、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上
　　　の直径測定値の平均値をいう。

　５．　シボ加工とは、プラスチックの表面に水玉模様あるい
　　　は梨地などの浅い凸凹を付ける加工をいう。

呼び径

150

200

250

300

350

400

450

166.1±0.5

217.4±0.6

268.6±0.6

319.8±0.7

372.2±0.7

422.3±0.8

472.6±0.9

ｄ ｄ

163.9±0.5

214.6±0.6

265.4±0.6

316.2±0.7

368.7±0.7

418.4±0.8

468.1±0.9

80±5

115±10

140±10

165±10

200±10

220±10

250±10

ｌ

160±10

230±20

280±20

330±20

400±20

440±20

500±20

受　口　部 ｔ
Ｌ

5.1

6.5

7.8

9.2

10.5

11.8

13.2

（単位：ｍｍ）

１ ２

１ ２

(参考)

注１．　ｄ　及びｄ　は、任意箇所における相互に等間隔な

　　　２方向以上の直径測定値の平均値をいう。

上流用マンホール継手

ゴ ム 輪 Ｌ

Ｓ

　 － ）（ＪＳＷＡＳ Ｋ

下水道推進工法用硬質塩化ビニル管規格図（3）
6 -2009

（略号ＭＲ－ＶＰ、ＭＲ－ＶＭ）

砂付け又はシボ加工と
することができる

流 水 方 向

ｄ
１

Ｄ

ｔ

ｅ
ｌ

マンホール継手くら型
（略号ＭＲＫ）

ｄ
１

Ｍ Ｍ

Ｍ
Ｍ

２
１

３ ３

ｄ

ゴ ム 輪

１

Ｌ

ｔ

砂付け又はシボ加工と
することができる

下流用マンホール継手

Ｌ

Ｓ 標 線

流 水 方 向

砂付け又はシボ加工と
することができる

（略号ＭＳＡ－ＶＰ、ＭＳＡ－ＶＭ）

Ｄ

ｔ

Ａ部

15～30°

ｔ

約
ｔ

/
2Ａ部詳細図

心出し標線

A A

角形用
A-A断面

接 着 受 口 カ ラ ー

マ ン ホ ー 継 手ル ・カ ラ ー

（略号ＷＴＡ）

Ｌ

ｌ ｌ

ｄ

ｔ

ｄ
１２

ｄ

ゴ ム 輪

１

Ｌ

砂付け又はシボ加工と
することができる

ｔ

Ｒ

円形用
A-A断面

10-4

500±15

注１．　マンホールの内径に合わせて破線で示す形状にすることができる。 注１．　マンホールの内径に合わせて破線で示す形状に



０

Ｃ

区分 耐水圧 (MPa) 抜出し長 (㎜)

継 手 性 能

　和　市

下水道小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管規格図（１）

大

R6.4.1改

　 － ）ＪＳＷＡＳ Ａ ６-2000（

標 　 準 　 管

形 状寸 法及 び 寸 法 の 許 容 差

Ｄ
Ｔ

Ｔ

ｔ

差し口 受け口
Ｌ

カラー

Ｄ

Ｔ

Ｄ
１

形　状 外圧強さ

標準管

圧縮強度

２　種

１　種

継手性能

管　の　種　類

　　　組み合わせたものをいう。
注１．　継手とは、受け口及び差し口を

水膨張性ゴム

クッション材

カラー シール材

ｔ
Ｄ

Ｃ

ｌ１

Ｄ
１

Ｓ

Ｄ
Ｔ

ＬＣ１ ＬＣ２

ＬＣ

継 部 詳 細手

Ｅ　型　管　継　手　部

形 状 寸 法 及 び 寸 法 の 許 容 差

呼び径
Ｄ

内　径

Ｔ

厚　さ

Ｌ

有 効 長 継手最小厚さ

ｔ

（単位：ｍｍ）

呼び径

：（単位 ｍｋＮ／ ）

ひび割れ荷重

１　種 ２　種

破 壊 荷 重

１　種 ２　種

外 圧 強 さ

注　抜出し長とは、管と管との開きをいう。

呼び径

E型　（継手性能区分　SJS）

Ｄ１ ｌ１ ＤｔＬＣ２Ｓ

（単位：ｍｍ）

注　ひび割れ荷重とは、管に幅０．０５ のひび割れを

した値をいい、破壊荷重とは、試験機が示す最大荷重

で除した値をいう。

㎜

生じたときの、試験機が示す荷重を有効長 （Ｌ） で除

を有効長（Ｌ）

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

３２

３４．

３７．

３９．

４２．

４４．

４６．

４８．

．４

４

３

３

２

２

１

１

　４９．

　 ．

　５５．９

　５８．

　６３．

　６６．

　６９．

１

０５２

９

８

７

７

７２．６

　

　

　

　

．

．

．

．６ ８

６

．

７

．

８

．

２９ ．

４

８ ７

７４ ６

８ ５

８４ ４

８ ３

９２ ２

６

．

．

．

８

．９７ １

０３１０

０．２１

０１１

０２７１

．０３３１

０３ ．８１

０．３１４

　　　３ ．４ 　４ ．１　 ．６ ８ ．９1 2

　　　については1 200　 ㎜とすることができる。

　２．　管の形状は、受け口なしとすることができる。ただし、有効長は、呼び径

　　　する。

　３．　有効長の最大と最小の差は、３㎜以内とする。

　４．　継手最小厚さとは、継手部の最小厚さの標準をいう。

+10
-5

+10
-5

+10
-20

+10
-20

　　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　　
　

２０００
　　　　
　　　　

　
　
４３０
　　　
　　　

２

７５．５

　　
　 ４７．５

４３．５

４５．５

４８．５

５１．５

５５．５

５８．５

６５．５

注　　継手性能区分 SJA 及び SJB の寸法等は別途確認すること。

８１　　
　　

　 　　

５１　　
　　

　 　　

　

ＣＬ ＬＣ１

　　

　　
　

　

　

　

　

　

　

　

２５０

３００

３５０

４００

４５０

５００

６００

７００

　

　

　

　

　

　

　

３

４

５

５

７

８

４０

９３ ４

５０

６０

６４

６ ０２

３６

５６

２ ０ 　０ ９２ ８

２．５

１．５

　　　
７０　　１　

２０　　
　　

１　
　

９０

７０

　

　

８０

５０

２．０

１．５

３５５

４０９

４６５

５２１

５７９

６３５

７５４

８７４

３

５５
　　
　　

５７
　　
　　

６０
　　
　　

６３　　
　　

６７
　　
　　

７０
　　
　　

８０
　　
　　

９　　
　　

５
　

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

　７００

　２ ０

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

　７００

　０ ２ ００ ９

±３

±３

±４

±４

±４

±４

±４

±４

±４

＋４
２－

＋４
２－

＋４
２－

＋４
２－

＋４
２－

＋４
２－

＋４
２－

＋４
２－

＋４
２－

＋１０
－５

＋１０
－５

２ ７ ４

３１

ＳＪＳ

ＳＪＡ

ＳＪＢ

０．１

０．２

０．２

１０

１０

２０

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

　７００

　 ０２０

５０

７０

５０

ＳＪＳ
ＳＪＡ
ＳＪＢ

11

注１．　有効長 (L) は、呼び径200～300については1 000　 ㎜、呼び径350～700

　　　200～300については2 000　 ㎜、呼び径350～700管については2 430　 ㎜と



６

２６

９

Ｔ
Ｄ

Ａ 部 詳 細

65(100)

注１　有効長 (L) は、呼び径250～300については1 000　 ㎜、

短 管 Ａ 短 管 Ｂ 短 管 Ｄ先　頭　管　Ｃ

　和　市大

Ｄ
Ｔ

Ｔ

Ｄ

Ｔ

Ｄ
１

Ｄ
Ｔ

Ｔ

Ｄ
１

Ｄ

Ｔ
Ｄ

１

Ｄ
Ｔ

Ｔ

Ｌ ５０

Ａ

Ｄ
Ｔ

Ｔ

Ａ

カラー

ＬＬ Ｌ

R6.4.1改

短 管 Ａ ， Ｂ

管 の形 状 寸 法 及 び 寸 法 の 許 容 差

Ｅ　型　先　頭　菅　Ｃ　、短　管　Ｄ

管 の形 状寸 法及 び 寸 法 の許 容 差

下水道小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管規格図（２）

-2000（Ｊ Ｓ Ｗ Ａ Ｓ　Ａ－６　　） （全国ヒューム管協会規格）

呼び径
Ｄ

内　径

Ｌ

有 効 長

Ｔ

厚　さ

（単位：ｍｍ）

呼び径
Ｄ

内　径

Ｌ

有 効 長

Ｔ

厚　さ

（単位：ｍｍ）

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　

　

　

　

　

　

　
　

２３７０
　　　　
　　　　

　５５
　　　
　　　

　５７
　　　
　　　

　６０　　　
　　　

　６３
　　　
　　　

　６７
　　　
　　　

　７０
　　　
　　　

００

　　

０
　

　　

　

００

　　

０
　
　 ２３ ０　　 　

　　　　

６

７

８

９
４

　２ ０ 　　５
　　
　　　

０ ９

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

０

００

０６

７

　２ ００

±３

±４

±４

±４

±４

±４

±４

±４

±３ ４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

９４０
　　　
　　　

１ ＋１０
－５

５－
０１＋

５－
０１＋

　　呼び径350～700については1 200　 ㎜とすることができる。

　２　その他の寸法については標準管に準ずる

+10
-5

+10
-5

　　　

　

　

　

　

　

　

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　

　

　

　

　

　

　　
　

　５５
　　　
　　　

　５７
　　　
　　　

　６０　　　
　　　

　６３
　　　
　　　

　６７
　　　
　　　

　７０
　　　
　　　

００ ０
　

　　

００

　　

０
　

　　　

　
６

７

８

９

　 　 ０ 　　５
　
　　　

２０ ９

９９０　　　
　　　

±３

±４

±４

±４

±４

±４

±４

±４

±３

２５０

３００

３５０

４００

４５０

５００

０

００

０６

７

２ ００ ４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

４＋
２－

＋２０
－１０

105(150)

形　状 外圧強さ 圧縮強度 継手性能

管　の　種　類

５０

５０

１　種

２　種
短管Ａ

５０
ＳＪＡ

ＳＪＢ

ＳＪＳ

５０
１　種

２　種
短管Ｂ

　　　組み合わせたものをいう。
注１．　継手とは、受け口及び差し口を

呼び径
Ｄ

内　径 厚　さ

Ｔ

継手最小厚さ

ｔ Ｌ

有 効 長

　９９０
　　　　＋２０
　　　　－１０

（単位：ｍｍ）

　２

　３００

　３５０

００

　７００

～
～

標準管の規定値と同じ

１２００　　　　＋２０
　　　　－１０

12

注　 (　)内は呼び径600及び700の寸法。

１２００
　　　　
　　　　

＋２０
－１０



　和　市

下水道小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管規格図（３）

カ ラ ー 溝 付 カ ラ ー

Ｄ
Ｃ

Ｈ

ＴＣ
１

Ｔ
Ｃ
１

Ｔ
Ｃ
１

Ｄ
Ｃ

ＬＣ１ ＬＣ１

ＬＣ

ＴＣ２

Ｔ
Ｃ
１

Ｔ
Ｃ
１

Ｄ
Ｃ

ＬＣ１ ＬＣ１

ＬＣ

ＴＣ２

呼び径 外 周 長
Ｈ

高　さ

Ｌ

長　　さ

＋４，－２

ウェブ中心より

Ｃ

＋６

－３
±２

（単位：ｍｍ）

大

ＨＨ

（全国ヒューム管協会規格）

形状寸法

ＤＣ Ｈ ＴＣ１ ＴＣ２ ＬＣ ＬＣ１

　

（単位：ｍｍ）

スリット4箇所

Ｅ型先頭管Ｃ及び短管Ｄに用いるカラー

R6.4.1改

注．　スリットは、呼び径600、700のみに設ける。

　

　

　

　

　

　

００ 　１ ０３ ５

２００ 　１００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

５００

００

００

６

７

０２０

４９

０３

４５９

５１５

５７３

６２９

９

９

４７

６８

３０７

４６

４８

５１

５４

５８

６１

１７

１８

５０

　４．５ 　４．５

３

４
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　和　市

下水道推進工法用鉄筋コンクリート管規格図（１）

大

標 　 準 　 管

形 状 寸 法 及 び 寸 法 の 許 容 差

５

０

呼び径
内　径

Ｄ

継手最小厚さ

ｔ

（単位：ｍｍ）

有効長

Ｌ

厚　さ

Ｔ

０　８００ 　８ ６５　８　　

　９００ 　９０ ７５

　　

　９０
　　　

１０００ １００ ８５

　　

１００
　　　
　　　

１１００ １１００ ０９１０５
　　　
　　　

１２００ １２００ ００１１１５
　　　
　　　

１３５０ １３５０ ０１ ５１２５　　　
　　　

１５００ １５００ ０１２１４０　　　
　　　

１６５０ １６５０ ２４３０
　 　　
　　　　

０１３１５０
　　　
　　　

１８００ １８００ ０１４１６０　　　
　　

２０００ ２０００ １５５１７５
　　

２２００ ２２００ ０１７

　　

１９０
　　
　　

２４００ ２４００ ０１８２０５
　　

　　　
２６００ ２６００ １９５２２

　　　
０

２８００ ２８００ ０２１

　　　

２３５
　　　
　　　

３０００ ３０００ ２２５２５０
　　　

０

　

０

０

±４

±６

±６

±６

±６

±８

±８

±８

±１０

±１０

±１０

±１２

±１２

±１２

±１２

＋４

＋６

＋６

＋６

＋６

＋８

＋８

＋８

＋１０

　＋１０

＋１０

＋１２

＋１２

＋１２

＋１２

－２

－３

－３

－３

－３

－４

－４

－４

－５

－５

－５

－６

－６

－６

－６

＋１０

－

Ｄ
Ｔ

Ｔ

６００ ６００

Ｌ

ｔ

注入孔 注入孔

差し口 受け口

カラー

Ｄ

Ｔ

Ｔ

注入孔

ｔ

外圧管

内圧管

標準管

形　状 内外圧 外圧強さ

１　種

２　種

３　種

１　種

２　種

３　種

―

継手性能

JC,JD

JB,JC,JD

JC,JD

JB,JC,JD

圧縮
強度

50

70

50

70

区分 水 圧

内圧強さ

0.2MPaAW2

0.4MPaAW4

0.6MPaAW6

JA,JB,

JA,JB,

注１．　外圧管は外圧のみ作用する場合に使用する。また、内圧管
　　　は外圧及び内圧が作用する場合に使用する。

　２．　継手とは、受け口及び差し口を組み合わせたものをいう。

注１．　標準管の有効長 (L) は1 200　 ㎜とすることができる。

　３．　有効長の最大と最小の差は、３㎜以内とする。

　　　けることができる。
　５．　注入孔の数および位置は必要に応じて変えることができる。

　６．　継手最小厚さとは、継手部の最小厚さの標準をいう。

+10
-5

　　

　４．　呼び径 1 000以上の標準管には、緊結用埋込みナットをつ

　２．　管の形状は、受け口なしとすることができる。ただし、有

　　　効長は2 430　 ㎜、1 200　 ㎜とする。+10
-20

+10
-20

１．　ひび割れ荷重とは、管に幅０．０５ のひび割れを生じたときの試験機が示す荷重

を有効長（Ｌ）で除した値をいい、破壊荷重とは、試験機が示す最大荷重を有効長（Ｌ）

で除した値をいう。

２．　中押管についてはＴのみ、ひび割れ荷重を適用する。

㎜注

外 圧 強 さ

ひ び 割 れ 荷 重 破 壊 荷 重

２　種１　種 ２　種 ３　種 ３　種１　種
呼び径

（単位：ｋＮ／ｍ）

　８００ 　３５ 　７０． 　５７． １０ ．．４ ７ ０．９ ０ ９ ６ ０ １ ．０５９

　９００ 　３８． 　７６． 　６４． １１３ ５ 　９ ．９ ０ ８ ５．０ １ ．０７８

１０００ 　４１． 　８２． 　７１． １２ ．２ ４ １０ ．０６ ６ ４ ０ １ ．０９３

１１００ 　４２． 　８５． 　７８． １２ ．７ ４ １０ ．０９ ５ ８ ０ １ ．０９５

１２００ 　４４． 　８８． 　８６．３ １ ．２ ３ ．０１１２ ３３ ０ ．０２０２

１３５０ 　４７． 　９４． 　９８ １４ ．１ ２ ．０１１９ ．１ ２ ０ ．０２１４

１５００ 　５０． １０ ．０ １ ． １ ．０１ １ １ ．０２６ １０ ０ ５１ ．０２２５

１６５０ 　 ． １０ １２ ． １５０５３ ．６ ０ １ ．０３３ ２ ０ ９．０ ．０２４０

１８００ 　５５．９ １ ． １３ ． １６ ．１２ ０ ．０１４１ ４ ０ ８ ０ ．０２５４

２０００ 　５８． １１ ． １４ ． １７ ．９ ８ ０ １ ８．０４ ２ ０ ７ ０ ．０２６５

２２００ 　６１． １２ １ ．０ １８ ．８ ．４ ０ １ ４．０５ ４９ ６ ０ ．０２７８

２４００ 　６４． １ １ ． １９ ．８ ３ ．０ ０ ．０１６２ ５５ ０ ５ ０ ９ ０２ ．１

２６００ 　６７． １ ． １６ ． ２０３．０７ ３６ ０ １ ．０６９ ３ ０ ．００３ １

２８００ 　７０． １ ． １ ． ２ ．７ ４２ ０ ．０１７７ ７０ ０ １２ ０ ．０３ １１

３０００ 　７３． １４ ． １ ． ２２ ．６ ８ ０ １ ．０８４ ７７ ０ １ ０ ２ ．０３ ２

継 手 性 能

注１．　抜出し長とは、管と管の開きをいう。

　３．　内水圧は内圧管にのみ適用する。
　　　60㎜とは0～60㎜を意味する。
　２．　抜出し長の30㎜とは0～30㎜を、40㎜とは0～40㎜を、

ＪＳＷＡＳ　Ａ－２－2018 ）（

形 寸 法状

Ｄ
Ｔ

ＬＣ

ＬＣ２ＬＣ１

シール材

埋込みカラー

埋込み用止水材

アンカー

クッション材

目地溝

Ｄ
２

Ｄ
１

１
．

５

Ｄ
Ｃ

Ｔ
Ｃ

ｌ１ ｌ２

ｌ

呼び径

　８００

　９００

１０００

１１００

１２００

１３５０

１５００

１６５０

１８００

２０００

２２００

２４００

２６００

２８００

３０００

２３１３

２５４３

２７６３

２９９３

３２２３

３４５３

　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　

１２８３

１４０３

１５６３

１７４３

１９１３

２０８３

　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　

　９３３

１０５３

１１７３

　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　

Ｄ２

　９４２

１０６２

１１８２

１２９２

１４１２

１５７７

１７５７

１９２７

２０９７

２３２７

２５５７

２７７９

３００９

３２３９

３４６９

Ｄ１

１３２

１５２

ｌ

　７０

ｌ１

　８２

ｌ２

　７２　６０

Ｃ

０

１

５０

Ｌ

２１

１

３０

５０１

１ ２５０
　　　
　　　

３００
　　　
　　

ＬＣ２ ＬＣ

　６

３４８２

ＴＣ ＤＣ

　９

４．５

３２５２

３０２２

２７９２

２５６８

２３３８

２１０８

１９３８

１７６８

１５８８

１４２１

１３０１

１１９１

１０７１

　９５１

（単位：ｍｍ）E型　（継手性能区分　JA）

R6.4.1改

管　の　種　類 Ｅ型管　継手部

耐　水　圧　(MPa)

外水圧 内水圧

抜出し長

（㎜）

0.1

0.2

0.2

0.4

0.1

0.2

0.2

0.4

30

40

60

60

区　分

ＪＡ

ＪＢ

ＪＣ

ＪＤ
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Ｄ

　和　市

下水道推進工法用鉄筋コンクリート管規格図（２）

現場モルタル仕上

標準管用シ－ル材

Ｄ
Ｃ

ｔ
Ｃ

ｔ
ＣＡ

Ａ

Ｄ

ＬＣＬＳ

Ｄ
コンクリート

又はモルタル

ｔｔ

ｔ

Ｌ

１
２

Ｄ Ｄ

φ

ｌ

コンクリート

又はモルタル

大

リブ

Ｓ

Ｄ
１

呼び径

１０００

１１００

１２００

１３５０

１５００

１６５０

１８００

２０００

２２００

２４００

２６００

２８００
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２４２４

２６２４

２８２４

３０２４

２７６３

２９９３

３２２３

３４５３

　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　

１５６３

１７４３

１９１３

２０８３

２３１３

２５４３

　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　

１１７３

１２８３

１４０３

　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　

Ｄ１

１５０

１５５

１６０

１８０

６０

７０

ｔ
リブｎ

（枚）

（単位：ｍｍ）

Ｌ

有効長
ｌ

２５

１６

２２

１９

６

９

φ

２８

２３

６３

４０

４４

８４

２５

８５

４６

２７

８７

４８

０９

中 　 押 　 管

Ｓ の 形 状 寸 法 及 び 寸 法 の 許 容 差

Ｓ

Ｓ

ＤＳ

Ｓ

リブ ｔ×ｎ

Ａ ～ Ａ 断 面 図

形 状 寸 法

ＪＳＷＡＳ　Ａ－２－2018 ）（

R6.4.1改

Ｅ 型 管 用 中 押 管

先頭部詳細図

１１００
　＋５

３－

１０００

１１００

１２００

１３５０

１５００

１６５０

１８００

２０００

２２００

２４００

２６００

２８００

３０００

Ｄ

内 径
呼び径

１０００

１１００

１２００

１３５０

１５００

１６５０

１８００

２０００

２２００

２４００

２６００

２８００

３０００

１１８２

１２９２

１４０６

１５７６

１７５６

１９２６

２０９６

２３２６

２５５６

２７７８

３００８

３２３８

３４６８

ＤＣ

１１５０
　　　　
　　　　

１２００
　　　　
　　　　

ｔＣ

（単位：ｍｍ）

＋５
３－

＋５
３－

ＬＣ

　１６

　　９

　１２

　２．　有効長Ｌｓは登録管よって異なる。

注１．　差し口には必要に応じてシール装着のための加工を
　　　行うことができる。

管　の　種　類

内圧強さ 圧縮形　状 内外圧 外圧強さ 継手性能
区分 水 圧 強度

Ｓ ― ― JA,JB,JC,JD

JA,JB,１　種 AW2 0.2MPa 50
中押管 内外圧管

JC,JDＴ ２　種 AW4 0.4MPa 50

JB,JC,JD３　種 AW6 0.6MPa 50

注１．　内外圧管は外圧管と内圧管、両方の場合に使用する。

　２．　外圧強さ、内圧強さ、継手性能は標準管を参照すること。
　３．　中押し管は、ＳとＴを１組として使用する。
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　和　市

下水道推進工法用鉄筋コンクリート管規格図（３）

滑剤用注入孔

（円周４箇所）

滑材用注入孔

中押管用シ－ル材

Ｂ

Ｂ

ｌ

Ｄ

Ｌ

Ｄ Ｄ
１

Ｂ ～ Ｂ 断 面 図

ｔ
／

３

ｔ

θ≒４０゜

ｂ

ｂ

ｔ

１
２

ｔ

Ｄ
１

２

ｔ
ｌ

ｔ

φ ａφφ ａ φ

ｌ

ｌ

大

R6.4.1改

ＪＳＷＡＳ　Ａ－２－2018 ）（

シール材

ｔ
２

Ｄ
１

ｔ

受け口

中 　 押 　 管

Ｔ の 形 状 寸 法 及 び 寸 法 の 許 容差

ＬＣ

Ｄ
１

１ ｌ２

２

１

３

Ｃ Ｃ Ｃ

ｔ
２

１

呼び径

１０００

１１００

１２００

１３５０

１５００

１６５０

１８００

２０００

２２００

２４００

２６００

２８００

３０００

１１９１

１３０１

１４２１

１５８８

１７６８

１９３８

２１０８

２３３８

２５６８

２７９２

３０２２

３２５２

３４８２

ＤＣ

１３０

１５０

Ｄ
Ｃ

Ｅ 型 用 中 押 管

形 状 寸 法

ｌ

５

４０

５０

ｌ１

　

　

　

ｌ２

１０２．５

ｌ３

　９２．５

１１０

ａ ｂ

４．５

　　６

　　９

ｔＣ

　

ｔ１

　

２１

１

１

φ

（単位：ｍｍ）

　６０

　６５

　７０

６５

７５

８０

　２６

　３０

　３４

　１８

　２４

　３０

　２１ 　９

１２

　　９

　　６

ＬＣ

受 け 口 部 詳 細 図先 頭 部 詳 細 図

１０００

１１００

１２００

１３５０

１５００

１６５０

１８００

２０００

２２００

２４００

２６００

２８００

３０００

６

±６

±６

±８

±８

±８

±１０

±１０

±１０

±１２

±１２

±１２

±１２

±

呼び径

１０００

１１００

１２００

１３５０

１５００

１６５０

１８００

２０００

２２００

２４００

２６００

２８００

３０００

Ｄ

２

２７４９

２９７９

３２０９

３４３９

１５５１

１７３１

１９０１

２０７１

２３０１

２５３１

１１６４

１２７４

１３８８

＋３
２－

＋
－

３
２

＋
－

３

＋
－

４
３

＋
－

４
３

＋
－

４
３

＋
－

４
３

＋
－

４
３

＋
－

４
３

＋
－３

５

＋
－３

５

＋
－３

５

＋
－３

５

Ｄ

内　径

　

９

６

１ ｔ２
Ｌ

有効長

ｔ

１１５０

１２００　　　　
　　　　

１２５０
　　　　
　　　　

５
－
＋

３

５
－
＋

３

５
－
＋

３

（単位：ｍｍ）

形　状 内外圧 外圧強さ 継手性能 圧縮
強度区分 水 圧

内圧強さ

管　の　種　類

１　種

２　種

３　種

中押管 内外圧管

― ―

0.2MPaAW2

0.4MPaAW4

0.6MPaAW6

JA,JB,JC,JD

JC,JD

JA,JB,

JB,JC,JD

50

50

50

注１．　内外圧管は外圧管と内圧管、両方の場合に使用する。

Ｓ

Ｔ

　２．　外圧強さ、内圧強さ、継手性能は標準管を参照すること。
　３．　中押し管は、ＳとＴを１組として使用する。
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　和　市

下水道用鉄筋コンクリート管砂基礎布設図

ｈ

Ｈ

Ｄｄ
ｔ

ｔ

Ｂ

砂 　 基　礎 砂　基 　礎 ｈ

Ｈ

Ｄｄ
ｔ

ｔ

呼び径

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

　７００

　８００

　９００

１０００

１１００

１２００

１３５０

ｄ

内　径

　　２５０　

　　３００　

　　３５０　

　　４００　

　　４５０　

　　５００　

　　６００　

　　７００　

　　８００　

　　９００　

　１０００　

　１１００　

　１２００　

　１３５０　

ｔ

管　厚

　　　２８　

　　　３０　

　　　３２　

　　　３５　

　　　３８　

　　　４２　

　　　５０　

　　　５８　

　　　６６　

　　　７５　

　　　８２　

　　　８８　

　　　９５　

　　１０３　

Ｄ

外　径

　　３０６　

　　３６０　

　　４１４　

　　４７０　

　　５２６　

　　５８４　

　　７００　

　　８１６　

　　９３２　

　１０５０　

　１１６４　

　１２７６　

　１３９０　

　１５５６　

ｈ

基床厚

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　２００　

　　２００　

　　２００　

Ｈ

基礎高

　　４０６　

　　４６０　

　　５１４　

　　５７０　

　　６２６　

　　６８４　

　　８００　

　　９１６　

　１０３２　

　１１５０　

　１２６４　

　１４７６　

　１５９０　

　１７５６　

Ｂ

最小掘削幅

積

算

指

針

に

よ

る

摘　　　　　　　要

下水道用鉄筋コンクリート管Ｂ形

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１）

（単位：ｍｍ）

大
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　和　市

下水道用硬質塩化ビニル管砂基礎布設図

Ｄ

砂 基 礎

Ｈ

ｈ
Ｄ

ｈ

Ｂ

砂 基 礎 ｈ
Ｄ

ｈ

Ｈ

呼び径

　１５０

　２００

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

ｔ

管　厚

　　５．１　

　　６．５　
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Ｄ

外　径
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　　３７０　

　　４２０　
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ｈ

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

　　１００　

Ｈ

　　３６５　

　　４１６　

　　４６７　

　　５１８　

　　５７０　

　　６２０　

　　６７０　

　　７２０　

　　８３０　

Ｂ

最小基礎幅
摘　　　　　　　要

（単位：ｍｍ）

大

積

算

指

針

に

よ

る

下水道用砂質塩化ビニル管

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１）

ｔ注）管厚（ ）は最小値を示す。

R6.4.1改
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　和　市

推進工法用鉄筋コンクリート管空伏基礎布設図

支 承 角 ９ ０ 度 支 承 角 １ ２ ０ 度 支 承 角 １ ８ ０ 度
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呼び径
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１ ｈ１ ｈ２ ｈ３

注１． 　ｈ

　２． 　コンクリート基礎の下端は、立坑基礎上面

１，ｈ２，ｈ３は、最小寸法を示す。

までとする。

鉄筋コンクリート管

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－２）

下水道推進工法用

鉄筋コンクリート管

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－６）

下水道小口径管推進工法用

摘　　　　要

（単位：ｍｍ）
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　２００

　２００

　２５０

　２５０

　２５０

　２５０

　３００

　３００

　３００

１ ｈ１ ｈ２ ｈ３

注１． 　ｈ

　２． 　コンクリート基礎の下端は、立坑基礎上面

１，ｈ２，ｈ３は、最小寸法を示す。

までとする。

鉄筋コンクリート管

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－２）

下水道推進工法用

鉄筋コンクリート管

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－６）

下水道小口径管推進工法用

摘　　　　要

（単位：ｍｍ）

呼び径

　２５０

Ｄ

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

　７００

　８００

　９００

１０００

１１００

１２００

１３５０

１５００

１６５０

１８００

２０００

２２００

２４００

２６００

２８００

３０００

　２５０

　３００

　３５０

　４００

　４５０

　５００

　６００

　７００

　８００

　９００

１０００

１１００

１２００

１３５０

１５００

１６５０

１８００

２０００

２２００

２４００

２６００

２８００

３０００

ｔ

　　５５

　　５７

　　６０

　　６３

　　６７

　　７０

　　８０

　　９０

　　８０

　　９０

　１００

　１０５

　１１５

　１２５

　１４０

　１５０

　１６０

　１７５

　１９０

　２０５

　２２０

　２３５

　２５０

ｂ

　６００

　６５０

　７００

　７５０

　８００

　８５０

１０００

１１００

１２００

１３５０

１４５０

１６００

１７５０

１９００

２１００

２３５０

２５００

２８００

　４６０

　５１４

　５７０

　６７６

　７３４

　７９０

　９１０

１０８０

１１６０

１２８０

１４００

１５６０

１６８０

１８５０

２０３０

２２５０

２４２０

２６５０

　２８０

　３０７

　３３５

　４１３

　４４２

　４７０

　５３０

　６４０

　６８０

　７４０

　８００

　９０５

　９６５

１０５０

１１４０

１２７５

１３６０

１４７５

　１００

　１００

　１００

　１５０

　１５０

　１５０

　１５０

　２００

　２００

　２００

　２００

　２５０

　２５０

　２５０

　２５０

　３００

　３００

　３００

１ ｈ１ ｈ２ ｈ３

注１． 　ｈ

　２． 　コンクリート基礎の下端は、立坑基礎上面

１，ｈ２，ｈ３は、最小寸法を示す。

までとする。

鉄筋コンクリート管

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－２）

下水道推進工法用

鉄筋コンクリート管

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－６）

下水道小口径管推進工法用

摘　　　　要

（単位：ｍｍ）

ｂ１ ｂ１ ｂ１

大
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大 和 市　　

１１０ ６００ １１０

８２０

１１０ ６００ １１０

８２０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
０
０

ｈ
１
１
０

１
５
０
以
上

２
８
以
上

２
０
０
２
５
０
以
上

４
５
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

２
８
以
上

２
０
０
２
５
０

４
５
０

３
０
０

１
１
０

３
０
０
３
０
０

１
５
０

２
０
０

９
０
０

ｈ

縦 断 面 図

蓋及び受枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

連 結 直 壁

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

　コンクリート

インバート

足掛金物

砕石基礎

１６００

１３００以上

　９００ ２００以上２００以上

１５０ １５０

（ＲＣ－４０）
砕 石基

注）側壁，底版の配筋は、構造計算により決定する。

１ 号 マ ン ホ ー ル 標 準 構 造 図

平 断 面 図 横 断 面 図

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

連 結 直 壁

調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

蓋及び受枠

タモル ル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

　コンクリート

インバート

足 掛金物

１６００

１３００以上

　９００ ２００以上２００以上

１５０ １５０

礎

（ＲＣ－４０）
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３
０
０

コンクリート

（Ｃ－２４Ｎ－８）
（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）

コンクリート

（Ｃ－２４Ｎ－８）
（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）



大 和 市

１１０ ６００ １１０

８２０

１１０ ６００ １１０

８２０

９００

コンクリート

　 　

縦 断 面 図 平 断 面 図 横 断 面 図

調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

号 ン ー ル 標 準 構 造 図

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

　コンクリート

インバート

調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

　コンクリート

インバート

コンクリート

足掛 金物

足掛金物

蓋 及 び 受 枠 蓋及び受枠

（Ｃ ２ Ｎ－８）

（ＲＣ－４０）
砕石基礎

注）頂版，側壁，底版の配筋は、構造計算により決定する。

斜 　 壁

連 結 直 壁

斜 　 壁

連 結 直 壁

４－

（Ｃ－２４Ｎ－８）

砕石基礎１２００

１７００以上

２０００

（ＲＣ－４０）

ホ２ マ
４
５
０

２
５
０
以
上

２
０
０

２５０以上 ２５０以上

２
０
０
以
上

２
０
０
以
上

３
０
０

ｈ
１
１
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

２
８
以
上

１
２
０
０

１
１
０

ｈ
３
０
０

２
０
０
以
上

４
５
０

２
５
０
以
上

２
０
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

２
８
以
上

２５０以上 １２００

１７００以上

２０００

１５０１５０

（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）

１５０１５０

２
５
０

１
５
０

２５０以上
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３
０
０

３
０
０

９００

ピ
ッ
チ

３
０
０

（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）

コンクリート

（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）

コンクリート

（Ｃ－２４Ｎ－８）



３
０
０

１１０ ６００ １１０

８２０

１
１
０

２
０
０
以
上

２
０
０
２
５
０
以
上

４
５
０

２
８
以
上

１１０ ６００ １１０

８２０

２
０
０
２
５
０
以
上

４
５
０

２
８
以
上

１
５
０

２
５
０

１
５
０
０

９００

２
０
０
以
上

２
０
０
以
上

コンクリートコンクリート

ｈ
３
０
０

１
１
０

ｈ

縦 断 面 図 平 断 面 図 横 断 面 図

３ 号 マ ン ホ ー ル 標 準 構 造 図

調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

蓋 及 び 受 枠

（Ｃ－ Ｎ－８）

斜 　 壁

連 結 直 壁

４

足掛金物

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

　コンクリート

インバート

コンクリート

（Ｃ－２４Ｎ－８）

２５０以上 １５００ ２５０以上

２０００以上

２３００

１５０ １５０ １５０

砕石基礎

（ＲＣ－４０）
砕石基礎

（ＲＣ－４０）

注）頂版，側壁，底版の配筋は、構造計算により決定する。

調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

蓋及び受枠

斜 　 壁

（Ｃ ２ Ｎ－８）

連 結 直 壁

－ ４

マ
ン
ホ
ー
ル
深

マ
ン
ホ
ー
ル
深

ルタル上塗

１：２（厚２ｃｍ）

コンクリート

り

（Ｃ－２４Ｎ－８）

モ

（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）

（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）
２

（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）

インバート

足掛 金物

　コンクリート

２５０以上 １５００ ２５０以上

２０００以上

２３００

１５０
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３
０
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３
０
０

９００

ピ
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１１０ ６００ １１０

８２０

２
０
０３
０
０

１
１
０

ｈ
２
０
０
以
上

２
０
０
３
０
０
以
上

５
０
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

２
８
以
上

斜 　 壁

１１０ ６００ １１０

８２０

９００

１
５
０

３
０
０

１
８
０
０以

上 コンクリート コンクリート

足掛 金物

２
０
０

１
１
０

以
上

大　和　市

縦 断 面 図 平 断 面 図 横 断 面 図

４ 号 マ ン ホ ー ル 標 準 構 造 図

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

連 結 直 壁

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

足掛金物

（Ｃ－２４Ｎ－８）

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

コンクリート

（Ｃ－２４Ｎ－８）

　コンクリート

インバート

２５０以上 １８００ ２５０以上

２３００以上

２６００

１５０ １５０

砕石 基礎

（ＲＣ－４０）

）頂版，側壁，底版の配筋は、構造計算により決定する。

砕 石

蓋 及 び 受 枠

調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

連 結 直 壁

（Ｃ－２４Ｎ－８）

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

　コンクリート

インバート

コンクリート

（Ｃ－２４Ｎ－８）

２５０以上 １８００ ２５０以上

２３００以上

２６００

１５０ １５０

基礎

（ＲＣ－４０）

５
０
０

３
０
０
以
上

２
０
０

２
８
以
上

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
０
０

ｈ
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（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）

（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）

（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）

（Ｗ/Ｃ＝５５％以下）

３
０
０

３
０
０ ３
０
０

ピ
ッ
チ

９００



組 ０号マンホール標準構造図

縦 断 面 平 断 面 図 横 断 面 図

１１０ ６００ １１０

８２０

９５０

７５０ ７５以上７５以上

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

直 　 壁

躯体ブロック

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

　コンクリート

底 　 版

インバート

２
０
０１
３
０
１
７
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
０
０

足 掛 金 物

１１０ ６００ １１０

８２０

９５０

７５０ ７５以上７５以上

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

直 　 壁

躯体 ブロ ック

砕石 基礎

２
０
０１
３
０
１
７
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
０
０

３
０
０

３
０
０

３
０
０

３
０
０

３
０
０

３
０
０

足 掛 金 物

　コンクリート

インバート

底 　 版

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

９５０

７５０ ７５以上７５以上

（ＲＣ－４０）

砕石基礎

（ＲＣ－４０）

　和　市

R6.4.1改

立

図

24

大

　 －ＳＷＡＳ ＡＪ 11-2005）（

Ⅰ種

Ⅱ種

Ⅰ種

Ⅱ種

側方曲げ強さ

接合部の水密性能(単位：MPa)

水　圧

ひび割れ荷重 破壊荷重

(単位：kN/m)

0.05

5.7 8.6

種別

種別



組立１号マンホール標準構造図

縦 断 面 図 平 断 面 図 横 断 面 図

１１０ ６００ １１０

８２０

１１００

２
０
０１
３
０
１
７
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
０
０

９００ ７５以上７５以上

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

直 　 壁

躯体ブロ ック

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

　コンクリート

底 　 版

足掛 金物

インバート

１１０ ６００ １１０

８２０

１１００

２
０
０１
３
０
１
７
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
０
０

９００ ７５以上７５以上

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

直 　 壁

躯体 ブロック

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

　コンクリート

底 　 版

足 掛金物

インバート

３
０
０

３
０
０

３
０
０

３
０
０

３
０
０

１１００

９００ ７５以上７５以上

砕石 基礎

（ＲＣ－４０）

砕石基礎

（ＲＣ－４０）

大　和　市
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Ⅰ種

Ⅱ種

Ⅰ種

Ⅱ種

側方曲げ強さ

接合部の水密性能(単位：MPa)

水　圧

ひび割れ荷重 破壊荷重

(単位：kN/m)

0.05

0.10

6.9

13.7

10.4

20.6

種別

種別

　 －ＳＷＡＳ Ａ 11-2005）（Ｊ

R6.4.1改



組立２号マンホール標準構造図

縦 断 面 図 平 断 面 図 横 断 面 図

１１０ ６００ １１０

８２０

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

直 　 壁

躯体 ブロ ック

２
０
０

１
５
０
２
２
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
７
０

足 掛 金 物

１４５０

１２００ ９５以上９５以上

（１）

１４５０

　コンクリート

インバート

底 　 版

１２００ ９５以上９５以上

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

１１０ ６００ １１０

８２０

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

直 　 壁

躯体ブロック

２
０
０

１
５
０
２
２
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
７
０

足 掛 金 物

１４５０

　コンクリート

インバート

底 　 版

１２００ ９５以上９５以上

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ） ３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０

砕 石 基 礎

（ＲＣ－４０）

砕石 基礎

（ＲＣ－４０）

大　和　市
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標準タイプ（ ）

Ⅰ種

Ⅱ種

Ⅰ種

Ⅱ種

側方曲げ強さ

接合部の水密性能(単位：MPa)

水　圧

ひび割れ荷重 破壊荷重

(単位：kN/m)

0.05

0.10

9.2

18.3

13.8

27.5

種別

種別

　 －ＳＷＡＳ ＡＪ ）11（ -2005

R6.4.1改



組立２号マンホール標準構造図

縦 断 面 図 平 断 面 図 横 断 面 図

１１０ ６００ １１０

８２０

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

躯体 ブロ ック

２
０
０

１
５
０
２
２
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
７
０

足 掛 金 物

１４５０

１２００ ９５以上９５以上

（２）

１４５０

　コンクリート

インバート

底 　 版

１２００ ９５以上９５以上

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

１１０ ６００ １１０

８２０

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

直 　 壁

躯体ブロック

２
０
０

１
５
０
２
２
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
７
０

足 掛 金 物

１４５０

　コンクリート

インバート

底 　 版

１２００ ９５以上９５以上

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ） ３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０

直 　 壁

直 　 壁

９００７５以上 ７５以上

斜 　 壁

又は、スラブ

９００７５以上 ７５以上

直 　 壁

斜 　 壁

又は、スラブ

砕石基礎

（ＲＣ－４０）

砕石基礎

（ＲＣ－４０）

大　和　市

Ⅰ種

Ⅱ種

Ⅰ種

Ⅱ種

側方曲げ強さ

接合部の水密性能(単位：MPa)

水　圧

ひび割れ荷重 破壊荷重

(単位：kN/m)

0.05

0.10

9.2

18.3

13.8

27.5

種別

種別

　 －ＳＷＡＳ ＡＪ 11（ -2005）

R6.4.1改
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１号 合わせタイプ組（ ）



縦 断 面 図 平 断 面 図 横 断 面 図

１１０ ６００ １１０

８２０

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

躯体 ブロック

２
０
０

１
５
０
２
２
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
７
０

足 掛 金 物

１５００ １１２以上１１２以上

１８００

　コンクリート

インバート

底 　 版

１５００ １１２以上１１２以上

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

１１０ ６００ １１０

８２０

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

直 　 壁

躯体 ブロック

２
０
０

１
５
０
２
２
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
７
０

足 掛 金 物

１８００

　コンクリート

インバート

底 　 版

１５００

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０

直 　 壁

直 　 壁

９００７５以上 ７５以上

斜 　 壁

又は、スラブ

９００７５以上 ７５以上

直 　 壁

斜 　 壁

又は、スラブ

組立３号マンホール標準構造図

１１２以上１１２以上

１８００

砕 石基礎

（ＲＣ－４０）

砕石 基礎

（ＲＣ－４０）

大　和　市

　 －ＳＷＡＳ ＡＪ ）（ 11-2005

R6.4.1改

Ⅰ種

Ⅱ種

Ⅰ種

Ⅱ種

側方曲げ強さ

接合部の水密性能(単位：MPa)

水　圧

ひび割れ荷重 破壊荷重

(単位：kN/m)

0.05

0.10

11.3

22.6

17.0

33.9

種別

種別

28



縦 断 面 図 平 断 面 図 横 断 面 図

１１０ ６００ １１０

８２０

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

躯体 ブロック

マ
ン
ホ
ー
ル
深

足 掛 金 物

底 　 版

調 整 高

躯体 ブロ ック

マ
ン
ホ
ー
ル
深

　

３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０
３
０
０

直 　 壁

直 　 壁

９００７５以上 ７５以上

斜 　 壁

又は、スラブ

９００ ７５以上

組立 号マンホール標準構造図４

１６０以上 １６０以上

り塗上ルタルモ

１：２（厚２ｃｍ）

２
０
０

２
６
０
以
上

２
０
０
以
上

１８００

２１２０以上

蓋 及 び 受 枠

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

足掛金物

直 　 壁

斜 　 壁

又は、スラブ

７５以上

直 　 壁

１６０以上 １８００ １６０以上

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

（ＲＣ－４０）

砕 石基礎

　コンクリート

インバート

石砕 基 礎

（ＲＣ－４０）

　コンクリート

インバート

１１０ １１０６００

８２０

（２０～６９ｍｍ）

２
０
０
以
上 ２
６
０
以
上

２
０
０

底 版

４
６
０
以
上

４
６
０
以
上

２１２０以上

１６０以上 １６０以上１８００

２１２０以上

　和　市大

28－1

　 －ＳＷＡＳ ＡＪ 11-2005（ ）

R6.4.1改

Ⅰ種

Ⅱ種

Ⅰ種

Ⅱ種

側方曲げ強さ

接合部の水密性能(単位：MPa)

水　圧

ひび割れ荷重 破壊荷重

(単位：kN/m)

0.05

0.10

13.5

27.1

20.3

40.7

種別

種別



組立特１号マンホール標準構造図

縦 断 面 図 平 断 面 図 横 断 面 図

１１０ ６００ １１０

８２０

７５以上７５以上

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

直 　 壁

躯 体ブロック

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

　コンクリート

インバート

足掛 金物

１１０ ６００ １１０

８２０

９００ ７５以上７５以上

蓋 及 び 受 枠 調 整 高

（２０～６９ｍｍ）

調 整 リ ン グ

斜 　 壁

直 　 壁

躯体ブロック

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
０
０

３
０
０

３
０
０

３
０
０

３
０
０

足 掛 金 物

　コンクリート

インバート

モルタル上塗り

１：２（厚２ｃｍ）

マ
ン
ホ
ー
ル
深

２
０
０

２
０
０

９００ ７５以上７５以上

砕 石基礎

（ＲＣ－４０）

砕 石基礎

（ＲＣ－４０）

６００～６７０

１０５０～１１１０

１０５０～１１１０ ８００～８８０

大　和　市

29

注．日本下水道協会Ⅱ類認定品とし、水密性能及び強度等については各製品の仕様による。

R6.4.1改



※沈下対策用補強材

　和　市大

30

R6.4.1改

塩 ビ 製 小 型 マ ン ホ ー ル 標 準 構 造 図 ( １ )
　 －ＳＷＡＳＪ -2008（ ）Ｋ ９

標 準 設 置 図

０
～
７
０
°

プッロド傾 斜 対 応 型（参考） 起点型ドロップストレート（１５～９０°曲り）

砂基礎
砂基礎

砂基礎

砂基礎

Ｇ．Ｌ Ｇ．Ｌ

台座

防護鉄蓋（T－25，T－14）

Ｇ．Ｌ

台座

内蓋　φ３００

最
小
５

５

最
小
５

５

内蓋　φ３００ 防護鉄蓋（T－25，T－14）

Ｇ．Ｌ

内蓋　φ３００ 防護鉄蓋（T－25，T－14）防護鉄蓋（T－25，T－14） 内蓋　φ３００

１
５

０

φ４３６

最小φ６２０

φ４３６最小φ６２０

傾斜角度０～１５°

最小φ６２０

φ４３６

台座

最小φ６２０

φ４３６

台座１
５
０

１
５
０

３００立上り管　φ３００

砕石

インバート（ストレート等）

土
被
り

設
置
高

さ
：

Ｈ

３
０

０

２
０
°

傾斜対応型

砕石

３００

立上り管　φ３００

３
０

０ １
０

０

１
０
０

立上り管　φ３００

砕石
３００

９０°曲管

ドロップ

３
０

０ １
０

０

ドロップ

マンホール用くら形継手

立上り管　φ３００

３００

起点型

・落差５０から２９５の間は、７０°以内に支管取付可。

３
０

０

最
小
５

５
１
５
０

１
０
０

※沈下対策用補強材

※沈下対策用補強材

※車 道等で 沈 下が 予想 さ れ る 場 合、 補強対策を 行う こ と 。
　 材 料： ア ス フ ァ ルト 、 無収縮 モ ルタ ル 、 コ ン ク リ ート

最
小
５
５

設
置
高

さ
：
Ｈ

土
被
り

土
被

り

設
置
深

さ
：
Ｈ

設
置
高

さ
：
Ｈ

注１．上記を標準とするが、交通量により構造を考慮すること。

　２．砂基礎の厚み等は、塩ビ本管と同等以上の寸法とする。



大　和　市

塩ビ製小型マンホール標準構造図（２）

31

R6.4.1改

　 －ＳＷＡＳＪ -2008（ ）Ｋ ９

部 材 詳 細 図

受口形差し 口形

150 - 300

200 - 300

250 - 300

280

290

350

230

255

310

360

410

460

Z Ｈ ( 最小)

受口形( 最小)

Z

( 最小) 差し 口形

230

255

310

360

410

460

Ｈ ( 最小)

受口形

1 Z

( 最小)

2

290

360

190

200

210

Z

( 最小) 差し 口形

230

255

310

410

460

Ｈ( 最小)1 Z

( 最小)

2

290

360

190

200

210

起　 点 ス ト レ ート 曲がり種　 別呼び径

管径 - マンホール径
Z

( 最小)

1 Z

( 最小)

Z

( 最小) ( 最小)

Ｓ

( 最大)

Ｈ ( 最小)

受口形 差し 口形

( 単位： ｍｍ)

合　 流　 （ 上段： 90°下段： 45°)

320360 140 210

32

320 140 220
200

200

270

290

270

290

15 55
230 360

255 410

( 最小)

ｄ

165. 7

216. 9

268. 1

Ｄ

( 単位： ｍｍ)

150

200

250

管径

165

216

267

1

1Z

起点( 略号Ｋ Ｔ )

（ ゴ ム輪受口形）

（ 差し 口形）

最小
φ319. 3

Ｈ
Ｈ

φ318

Ｄ ｄ
1

Z1 2Z

ス ト レ ート ( 略号Ｓ Ｔ )

（ ゴ ム 輪受口形）

（ 差し 口形）

最小
φ319. 3

Ｈ
Ｈ

φ318

Ｄ

( 略号15～90L右、 15～90L左)
１ ５ ～９ ０ 度曲がり

1
Z

Z2

15度
～90

度

ピッ チ
15度

（ ゴム 輪受口形）

（ 差し 口形）

φ319. 3
最小

Ｈ

φ318

Ｈ

Ｄ

ｄ
1

ｄ
1

Z1 2Z

Ｄ

Z
3

（ ゴ ム輪受口形）

（ 差し 口形）

Ｈ
Ｈ

最小
φ319. 3

Ｓ

φ318

Ｓ

45
°

及
び

 9
0°

90度合流、 45度合流
( 略号90, 45Y右、 90, 45Y左)



大　和　市

塩ビ製小型マンホール標準構造図

R6.4.1改

　 －ＳＷＡＳＪ -2008（ ）Ｋ ９

（３）

傾斜地用ス ト レ ート

310 200

340 200

( 単位： ｍｍ)

種　 別 ド ロ ッ プ 起点型ド ロ ッ プ呼び径

1 2 1 1 2Z Z Ｈ ( 最小) Z Ｈ ( 最小) Z Z Ｈ ( 最小)
管径 - マンホール径

( 最小) ( 最小) 受口形 差し 口形 ( 最小) 受口形 差し 口形 ( 参考) ( 参考) 差し 口形

150 - 300 150 230 360 280 1000 1100 450

200 - 300 170 180 255 410 290 1000 1100 500

250 - 300 220 310 460 350 1200 1300

( 最小)

ｄ

165. 7

216. 9

268. 1

Ｄ

( 単位： ｍｍ)

150

200

250

管径

165

216

267

1

Ｚ2

（ドロップ 略号DR）

部 材 詳 細 図
イ ン バート

（起点型ドロップ 略号KDR）

Ｄ

Ｚ1

（ ゴ ム輪受口形）

Ｄ

1
ｄ

Ｈ
Ｚ

1

最小
φ319.3

Ｈ
Ｚ

1

Ｄ

1
ｄ

φ318

（ 差し 口形）

Ｈ

最小
φ319.3

φ318

Ｈ

（ ゴ ム輪受口形） （ 差し 口形）

ｄＤ

1

Ｚ1 2Ｚ

（ 差し 口形）

※平面図の寸法は管φ２ ０ ０ の中心線上の寸法と する

φ318

Ｈ

（ 傾斜地用ス ト レ ート ）
参考

２ ０ °

31-1



１

( 最小) Ｂ

　 　

（ Ｊ Ｓ ＷＡ Ｓ 　 Ｋ －７ ）

（ Ｊ Ｓ Ｗ Ａ Ｓ 　 Ｋ －１ ）

（ Ｊ Ｓ Ｗ Ａ Ｓ 　 Ｋ －１ ）

内蓋　 φ３ ０ ０ 硬質塩化ﾋﾞ ﾆﾙ管小型ﾏﾝﾎ ﾙー用く ら 型ﾏﾝﾎ ﾙー継手

大 和 市

本体（ 塩ビ製）

ゴム輪 呼 径 Ｄ Ｒ
０

～
１

５
°

φ
２

１
８

ゴム輪

ゴム輪

φ
２

１
６

内蓋　 φ３ ０ ０

最小φ２ ９ １

最小２ ４ ０

呼　 び　 径

φ２ ９ ８

９ ． ２

差し 口

Ｌ

９ ． ２

φ２ ９ ８

φ３ １ ８

ゴム輪

硬質塩化ﾋﾞ ﾆﾙ製小型ﾏﾝﾎ ﾙー用本管自在継手

参考φ３ １ ８

最
小

２
５

参
考

４
０

最
小

４

１
５

０

防護鉄蓋（ Ｔ －２ ５ ， Ｔ －１ ４ ）

最
小

５
５

Ａ

Ｂ
Ｚ

ゴム輪

Ａ

部 材 詳 細 図

ｔ

Ｒ

φＤ

32

φ４ ３ ６

（ Ｊ Ｓ Ｗ Ａ Ｓ 　 Ｇ －４ ）

保 護 鉄 蓋（ Ｔ －２ ５ ， Ｔ －１ ４ ）

（ 差し 口形）
φ３ １ ８

（ ゴム輪受口）

（ Ｊ Ｓ Ｗ Ａ Ｓ 　 Ｋ －９ ）

　 ６ ０ ０

　 ９ ０ ０

１ ２ ０ ０

１ ５ ０ ０

２ ０ ０ ０

２ ５ ０ ０

３ ０ ０ ０

Ｌ

３ ０ ０ ×０ ． ６

３ ０ ０ ×０ ． ９

３ ０ ０ ×１ ． ２

３ ０ ０ ×１ ． ５

３ ０ ０ ×２ ． ０

３ ０ ０ ×２ ． ５

３ ０ ０ ×３ ． ０

Ｌ

立上り 管φ３ ０ ０

Ｚ ( 最小) ｔ ( 最大) Ａ ( 最小)

300×200

300×150

び

165

216

159

159

35

35

4

4

9. 2

9. 2

300

300

R6.4.1改

塩 ビ 製 小 型 マ ン ホ ー ル 標 準 構 造 図 ( ４ )

φ３ １ ８

３
０

０

台座

３ ０ ０ ３ ０ ０

最小φ６ ２ ０

砕石

１
０

０

３

２

※沈下対策用補強材

　 材 料： ア ス フ ァ ル ト 、 無収縮モ ルタ ル 、 コ ン ク リ ート
※車 道等で 沈下が 予想さ れる 場合、 補強対策を 行 う こ と 。

１

１

１　

F　 C　 D　 700

F　 C　 D　 600

再生プラ ス チッ ク
レ ジン コ ン ク リ ート

・ T-25、 T-14用台　 　 　 座

受　 　 　 枠

蓋

３

１

２

番号 部 品 名 称 材　 　 質 数量 備　 　 　 考

注． 上記を 標準と する が 、 交通 量に よ り 構造を 考慮する こ と 。



　 和　 市大

雨　 水 汚　 水

（ Ｔ －２ ５ ， Ｔ －１ ４ 　 φ３ ０ ０ ｍｍ用）
絵柄の凸高さは、Ｔ－２５＝６㎜、Ｔ－１４＝４㎜とする。

下水道用鋳鉄製防護ふた構造図
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大　和　市

左右開放穴とする

ガス穴６ヶ所
φ１７

左右袋穴とする

左右開放穴とする

ガス穴６ヶ所

２５

φ１７

左右袋穴とする 左右袋穴とする

（カバー（蓋）詳細図）絵柄の凸高さは、Ｔ－２５＝６㎜、Ｔ－１４＝４㎜とする。

下水道鋳鉄製マンホール蓋構造図

Ｔ－２５ 雨 水 Ｔ－２５ 合 流Ｔ－２５ 汚 水

Ｔ－１４ 雨 水Ｔ－１４ 汚 水 合 流Ｔ－１４

左右袋穴とする

ガス穴詳細

２５

ガス穴詳細
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大　和　市

下水道用鋳鉄製マンホール鉄ふた・防護ふた構造図
（ふたの標示材色）

Ｙ

色 マンセル番号

薄紫 ７．５ＲＰ　６／６

イエロー ７．５ＹＲ　７／１４

グリーン ２．５Ｇ　３／６

ホワイト ２．５ 　９／２

桃色

グリーン ２．５ 　３／６

ライトブラウン ５ＹＲ　４／６

ホワイト ２． Ｙ　９／２

．５Ｒ　７／５ ７

区　分

汚水用

（野菊）

雨水用

（山桜）

図　柄

花びら

花びら中央

葉

バック

山桜

葉

枝

バック

川

地面・岩・水車・枝

地面中央部・橋・小屋

雲・小屋内側・鳥胴体・文字座

石垣・鳥羽（上部）

空・鳥羽

森・草

ブラウン

ベージュ

ブルー

ホワイト

グレー

ライトブルー

ライトグリーン

５

２．５ＰＢ　３／１０

２．５Ｙ　７／４

Ｇ

２．５ＹＲ　３／６

１０Ｙ　９／１

Ｎ４．５

０．３ＰＢ　６／１０

３．５ＧＹ　５／８

（泉の森）

合流用

ただし、道路管理者の指示や「公共施設デザインの庁内調整に関する

要綱」により色の指定がされた場合は変更できるものとする。

ふたの標示材色は、ＪＩＳＺ８７２１（色の表示法－三属性による標

示）に準拠するものとし、下表に示すマンセル番号の近似色とする。
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　和　市

後 付 用 中 間 ス ラ ブ 構 造 図（１）

φ９００ｍｍ φ１２００ｍｍ

開口寸法　φ６００

φ６４５±３
本体ＦＲＰグレ－チング

開口部ＦＲＰグレ－チング

Ｍ１２オ－ルアンカ－

Ｌ＝７０　ＳＵＳ３０４

Ｍ１２オ－ルアンカ－

本体ＦＲＰグレ－チング

セ－フティ－キャッツアイ

本体ＦＲＰグレ－チング受Ｌアングル

計４ヶ所

Ｌ＝７０　ＳＵＳ３０４

φ
６
０
０

φ
８
８
０
±
３

φ
９
０
０

開
口
寸
法

１
０

１
０

Ａ ～Ａ断面図

ＡＡ

２１０

本体ＦＲＰグレ－チング

補強材受　計２ヶ所

クロスバー□５２ｘ３２ｘ５ｔ　ＦＲＰ

φ
６
０
０

φ
１
１
８
０
±
３

φ
１
２
０
０

開
口
寸
法

１
０

１
０

Ｂ Ｂ

Ｂ ～Ｂ断面図

本体ＦＲＰグレ－チング受Ｌアングル

計４ヶ所

Ｍ１２オ－ルアンカ－

セ－フティ－キャッツアイ

Ｌ＝７０　ＳＵＳ３０４

φ６４５±３

開口寸法　φ６００

クロスバー□５２ｘ３２ｘ５ｔ　ＦＲＰ

Ｍ１２オ－ルアンカ－

Ｌ＝７０　ＳＵＳ３０４

開口部ＦＲＰグレ－チング

本体ＦＲＰグレ－チング

大
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　和　市

後 付 用 中 間 ス ラ ブ 構 造 図（２）

部 材 詳 細 図φ１５００ｍｍ

３
９
±
２

グレ－チング外寸法１０

ブラケット

エンジニアリングプラスチック

３
９
±
２

受枠ＦＲＰ６ｔ

φ６４５±３

クロスバー□５２ｘ３２ｘ５ｔ

エンジニアリングプラスチック成形品

Ｍ１２オ－ルアンカ－

ＳＵＳ３０４　Ｌ＝７０

Ｃ～Ｃ断面図

ＦＲＰグレーチング エンジニアリングプラスチック成形品

端　部　断　面 補　強　材　受

４
０
４
０
４
０

４０ ４０ ４０

６

５

５
８

１
３

３６ １２２

２４０

３６

２
５
．
５

３
２
．
５

５
８

開口寸法φ６００

６６

Ｍ１２オ－ルアンカ－

ＳＵＳ３０４　Ｌ＝７０

２１０

５
８ ３
１

２
０

２
６

３６ ３６

１３

エンジニアリング

ＦＲＰ

プラスチック成形品

本体ＦＲＰグレ－チング受Ｌアングル

計６ヶ所

補強材受　計２ヶ所

エンジニアリングプラスチック成形品

セ－フティ－キャッツアイ
本体ＦＲＰグレ－チング

Ｍ８チタンボルト

クロスバ－□５２ｘ３２ｘ５ｔ　ＦＲＰ

本体ＦＲＰグレ－チング
開口部ＦＲＰグレ－チング

補強材□５２ｘ３２ｘ５ｔ　ＦＲＰ　

φ
６
０
０

φ
１
４
８
０
±
３

φ
１
５
０
０

開
口
寸
法

１
０

１
０

Ｃ Ｃ

２００

１００７ ４７３

Ｍ１２オ－ルアンカ－

Ｌ＝７０　ＳＵＳ３０４

φ６００

φ６４５±３

Ｍ１２オ－ルアンカ－

ＳＵＳ３０４　Ｌ＝７０

大
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　和　市

現場打中間スラブ用保安蓋構造図

φ６００ｍｍ ＦＲＰグレーチング詳細図φ９００ｍｍ

セ－フティ－キャッツアイ

受枠ＦＲＰ

本体ＦＲＰグレ－チング

セーフティーキャッツアイ

受枠ＦＲＰ

本体ＦＲＰグレ－チング

５
０

４ φ６４５±２ ４

φ６５３±２

６０±１ φ６００±２ ６０±１

φ７２０±２

４０４０４０

４
０
４
０
４
０

３
９
±
２

６

５

５
３

４ φ９６０±３ ４

φ９６８±３

９０ φ９００±３ ９０

φ１０８０±３

受枠ＦＲＰ

本体ＦＲＰグレ－チング

受枠ＦＲＰ

本体ＦＲＰグレ－チング

大
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　和　市

現場打マンホール用足掛金物詳細図

Ｗ＝３００ｍｍ 取 　 付 　 図Ｗ＝４００ｍｍ

（ポリプロピレン防錆被覆）

φ１９

３
０
０

２
７

３００

すべ り 止加工

２７

５０

ＪＩＳＧ４３０３－ＳＵＳ３０４

ポリプロピレン（ＭＫ－３Ｄ）

３
０
０

４００

す べり止 加工

３０

５０

ＪＩＳＧ４３０３－ＳＵＳ３０４

３
０

φ２２ φ２２

１５０ １５０

３００

３
０
０

ポリプロピレン（ＭＫ－３Ｄ）

詳 細 断 面 図 詳 細 断 面 図

φ１９ φ２２

注）　現場打マンホールの上部に既製品が

　　載る場合、下部の足掛金物との間隔が

　　狭くならないように注意する。

大
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副 管 構 造 図（１）（参考図）

（ 外 副 管 ）

）

タ イ イ プ ２
（流出管に対して副管が ２０゜以上の 合） （流出管に対し 副管が１２０゜未満及び枝管の場合

プ
１

ｈ
２

２
Ｄ

ｈ
１

Ｄ
１

１Ｂ

ｂ

１

Ｄ
１

ｈ
３

ｈ
２

Ｈ
＞

６
０

０ ｈ
１

ｄ

副管中心と同心円を描くよう施工する事。

．

大 和 市

１ タ
て場

Ｄ
２

Ｈ
＞

６
０

０

ｂ

Ｂ

２注 　流入管インバートについては、本管径（Ｄ ）で２

ｄ

（１８－８－２５）

９ ０ 度 管

コンクリート（高炉B W/C指定なし）

（ＲＣ－４０）

砕 石 基 礎

曲

ビ 管 カ ラ ー

副 管 用 支 管

塩

直　管

ビ 管 カ ラ

砕 石 基 礎

９ 度 曲 管

（ＲＣ－４０）

管 用 支 管副

塩 ー

直　管

０

コンクリート（高炉B W/C指定なし）

（１８－８－２５）

３注 　ｈ１． は５㎝の段差を確保する。ただし、段差が５

副管管頂とインバート天端を一致させる。

㎝以上確保できる場合は、
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和 市大

副 管 構 造 図（２）（参考図）

（ 外 副 管 ）
３タ イ プ

上に副管を設置する場合（流出管 ）

直　　管

コンクリート（高炉B W/C指定なし）

（１８－８－２５）

管 用 支 管

塩 ビ 管 カ ラ ー

副

副 管 用 支 管

塩 ビ 管 カ ラ ー

ｂ

Ｂ１

ｄ

Ｄ
１

Ｈ
＞

６
０

０
Ｄ

２
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（単位：ｍｍ）

ｂ

ｂ

副 管 ）

副 ｄ Ｂ ｈ

場打マンホール

副 径 ｄ

１５０ ４００ ４００ ２００ ４５

２００ ５００ ４５０ ２５０ ２９６

２５０ ６００ ５００ ２７５ ３５０

３００ ６５０ ５５０ ３００ ４００

組 立 ン ホ ー ル

断面選定基準

Ｂ Ｂ ｈ

図

副

管

マ
（単位：ｍｍ）

２

管

平

ｄ

副 管 構 造 図（３）（参考図）

外（

管

面

Ｂ
２

ｂ

Ｂ１

Ｄ
１

Ｄ１の 内 径 管 径 ｄ

１５０

５０～４００

２ 以下

６００以上

４５０～５００

２００

２５０

３００

０

本 副

０

２

管

５０ ４００ ４００ ２００ ４５

２００ ４５０ ４５０ ２５０ ２９６

２５０ ５００ ５００ ２７５ ３５０

３００ ５５０ ５５０ ３００ ４００

１ ２

径

（単位：ｍｍ）
現

Ｂ１ ２ ２

１ ２ ２

和 市大
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49

副 管 構 造 図（４）
（内副管）

管：塩ビ管 本管：ヒューム管本

接着受口カラー

プレーンエンド直管

副管用固定金具

９０度曲管

（ＳＵＳ３０４）

内副管用マンホール継手

接 剤またはモルタル

内副管用マンホール継手

接着剤またはモルタル

接着受口カラー

プレーンエンド直管

９０度曲管

副管用固定金具
（ＳＵＳ３０４）

着

注１． 副管用固定金具は、１ｍに１箇所程度設置する。

和 市大



副 管 構 造 図

本 管 塩 ビ 管

プレーンエンド直管

副 管用固定金具

９０度 曲管

（ＳＵＳ３０４）

接 剤またはモルタル

注 ． 副管用固定金具は、１ｍに１箇所程度設置する。

　和　市大

（５）

： 本 管 塩 ビ 管：
正　面　図

内副管用マンホール継手

マンホール上流用継手

断　面　図

プレーンエンド直管

副 管用固定金具

（ＳＵＳ３０４）

９０ 度 曲管

内副管用マンホール継手ふた

ふた

（内副管：壁面貼付タイプ））

１

注2． マンホール継手の金属部は、耐腐食性を有すること。

ボルト４箇所以上固定

着

（壁面貼付タイプ）

（壁面貼付タイプ）

（φ１５０以上）

（φ１５０以上）
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大 和 市

３ ０～４００

Ｄ１

Ｄ
１

断

管 用 支 管

（ 副 管 ）

面 図図

着 受 口 カ ラ ー

レーンエンド直管

９ ０ 曲 管

本 の 内 径 管 径 ｄ

６００以上

４５０～５００ ２ ５ ０

３ ０ ０

副 断面選定基準

副 管 構 造 図（６）

内

平

ｄＤ
１

面

塩ビ管またはヒューム管

副

接

プ

管 用 固 定 金 具

（ＳＵＳ３０４）

副

度

Ｈ
＞
６

０
０ 管

管

０ ２ ０ ０

副

（単位：ｍｍ）
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バンド

（７）

R6.4.1改

管 構 造 図

管 用 固 定 用 具

Ｗ Ｌ
参考

ボルト径
ｔ

副

副
（ＳＵＳ３０４）

硬質塩化ビニル管

大 和 市

４０

１
４

（ねじの呼び　Ｗ３/８）

注１．バンドの材質は、耐腐食性でSUS製品と同等の強度であれば使用することができる。

Ｗ

Ｌ

あと施工アンカー

Ａ
（
φ
）

２８０

２８０

２８０

２５

２５

２５

２５

２

２

２

２

１６５

２１６

２６７

３１８３００

２５０

２００

２８０ Ｗ３/８

Ｗ３/８

Ｗ３/８

Ｗ３/８

３/８×４０Ｌ

３/８×４０Ｌ

３/８×４０Ｌ

３/８×４０Ｌ

１５０

呼 び 径 Ａ（φ）
最小
ｔ

最小

（単位：ｍｍ）

参考 参考
あと施工アンカー

あ と 施 工 ア ン カ ー
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大　和　市

マ ン ホ ー ル イ ン バ ー ト 図

（Ｄ　＜Ｄ　＜Ｄ　）１　　　　　 　　　　　

Ｄ２ Ｄ３

Ｄ
１

Ｄ
１

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ
１

Ｄ３

Ｄ
２

Ｄ
１

Ｄ３

Ｄ
２

Ｄ１

Ｄ２Ｄ１ Ｄ２

Ｄ
１

Ｄ２

Ｄ
１

Ｄ
１

Ｄ１

１０％

１０％

インバートコンクリート

Ｄ２

２ ３

Ｄ
／
２

２Ｄ
／
２

１
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汚 水 桝 標 準 構 造 図

断 　 面 　 図

（１）

標　　準　　型 ド ロ ッ プ 型

下水道用硬質塩化ビニル製桝 （ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７）（φ２００）

９０ＷＹ　１５０Ｓ×１００－２００

ゴム輪受口曲管　１５０

ゴム輪受口片受直管

本　管

１２０°

マ
ス
設
置
深
さ
：
Ｈ

１
８

支　管

１
０
０

砂基礎（ＲＣ－１０）

ＤＲ９ ＷＹ　１５０Ｓ×１００－２００

９０°大曲りエルボ

ゴム輪受口曲管　１５０

ゴム輪受口片受直管

１２０°

本　管

支　管

マ
ス
設
置
深
さ
：
Ｈ

１
８

０

砂基礎（ＲＣ－１０）
立
管
長
さ
：
Ｈ
－
１
５
３

立
管
長
さ
：
Ｈ
－
１
５
３

ＡⅠ　２００鎖

ＡⅠ　２００鎖

ゴム輪受口曲管　１５０

※現場状況に応じて使用すること

大　和　市

R6.4.1改
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大　和　市

R6.4.1改

汚 水 桝 標 準 構 造 図

断 　 面 　 図

下水道用硬質塩化ビニル製桝 （ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７）（φ３００）

　

ゴム輪受口片受直管

本　管

１２０°

マ
ス
設
置
深
さ
：
Ｈ

支　管

１
０
０

砂基礎（ＲＣ－１０）

９０°大曲りエルボ

ゴム輪受口曲管　１５０

ゴム輪受口片受直管

１２０°

本　管

支　管

砂基礎（ＲＣ－１０）

マ
ス
設
置
深
さ
：
Ｈ

ゴム輪受口曲管　１５０ゴム輪受口曲管　１５０ゴム輪受口曲管　１５０

３
８

３
８

９０ＷＹ　１５０Ｓ×１００－３００

ＤＲ９０ＷＹ　１５０Ｓ×１００－３００

立
管
長
さ
：
Ｈ
－
１
７
３

立
管
長
さ
：
Ｈ
－
１
７
３

ＡⅠ　３００鎖

ＡⅠ　３００鎖

（２）

ゴム輪受口曲管　１５０

※現場状況に応じて使用すること

52－1
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大　和　市

汚 水 桝 標 準 構 造 図

部 材 詳 細 図

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７）

イ ン バ ー ト 樹 　 脂 　 蓋

下水道用硬質塩化ビニル製桝

１２０ １２５ １２５ １２５３０ ３０

２
０

１
３
５

１
２
５

１
２
５

１
２
５

１
２
５

１
２
５

１
２
５

１
２
５

１
２
５

２
０

１
３
５

４
５

１
３
５

１
３
５

１
４
０

φ２０３

φ２０１

５
０

大和市章位置

おすい文字位置

（ 標 　 準 ） （ ド ロ ッ プ ）

（３）

受　口　形 差　口　形 受　口　形 差　口　形

２３０ １２５

（φ２００）

φ１９４

φ２１２

１
８
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大　和　市

道

汚 水 桝 標 準 構 造 図

部 材 詳 細 図

イ ン バ ー ト 樹 　 脂 　 蓋

下水 用硬質塩化ビニル製桝

受　口　形 差　口　形 受　口　形 差　口　形

１
３
５

１
３
５

１
３
５

１
３
５

大和市章位置

おすい文字位置

（ 標 　 準 ） （ ド ロ ッ プ ）

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７）（φ３００）

φ３１３

φ２９４

３
８

１
０
０

φ２９０
７
０

１
７
０

１
７
５

１
７
５

２８５ １７５

１
７
５

１
７
５

１０ １０１７５ １７５

１
７
５

１
７
５

１
７
５

１
７
５

２
０
～
７
５

２
０
～
７
５

（４）

53-1

１７５１７０



大　和　市

雨 水 桝 標 準 構 造 図

モ ル タ ル 工

名　　　　称

グ レ ー チ ン グ

内径５００×１５０

内径５００×２００

内径５００×５００

底　　　　　塊

砕 石 基 礎

縁　　　　　塊

側　　　　　塊

側　　　　　塊

側　　　　　塊

単位

都建築局型集水桝用３００

４６０×３５０×５９
Ｔ－２０クサリ付

都下水道局型　異形甲

都下水道局型　側　塊

都下水道局型　側　塊

都下水道局型　５００×９０

ＲＣ－４０

規　　　　　　格

個

組

個

〃

〃

〃

ｍ

〃

３

１箇所当り

数　　量

１．０

１．０

１．０

１．０

１．０

１．０

０．０３

０．００７

縁 　 塊

１
５
０

４０ ５００ ４０

５８０

縁　塊
２
２
０

（
１
７
０
）

異形甲

側塊 ｈ＝２００

側塊 ｈ＝５００

底　塊

砕石基礎

８
０

５
０
０

２
０
０

１
０
８
５

１
５
０
１
５
５

１
５
０

※　（　）内数値は切下げ用を示す。

６
０
０

１００ ４００

５００

６
７
３
０

４
０
６

３
０

６
７

６
０
０

４
８
６

３０

３６０

５
０
１
０ ６
０

２
２
０

３００

３０１０ １０

５００

１００

１
０
０

１００

８
０

１
０
１
０

１
５
５

１０％Ｒ
＝２
０Ｒ

＝２
０

軟鋼厚１０ｍｍ

Ａ

Ａ’

Ａ－Ａ’

φ４－６本

φ６－６本

φ４－２本

φ４－２本

φ６－３本

異 形 甲

φ４－３本

φ４－１２本

１００ ３８０ １００

５８０

１
５
０

１
０

４０ ５００ ４０

側塊ｈ＝２００

φ４－３本

φ４－１２本

５８０

１
０

２
０
０

１
０

４０ ５００ ４０

側塊ｈ＝４９０

φ４－３本

φ４－１２本

５８０

１
０

５
０
０

１
０

４０ ５００ ４０

底 　 塊

φ４－１本

φ４－７本

φ４－７本

４０ ５００ ４０

５８０

１
０

９
０

２
５
０

（ＲＣ－４０）
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大　和　市

１
５
０

ｂ

Ｂ ｂ

１
５
０

１
５
０

１
１

５
０

１
３

０
０

１
０

０
０

１
５
０

１
５
０

※　泥溜めの深さは１５０㎜を標準とするが、

 

（１８－８－２５）高炉Ｂ　W/C 指定無し

環境に配慮して省略することができる。

（現場打）

グレーチング蓋　（滑り止め加工）

集 水 桝 標 準 構 造 図（１）

断 面 図 断 図

ヒンジ（９０°以上）

平 面

Ｂ

１５０５０１

‰以上

直管（塩ビ管φ２００）

コンクリート

曲管（ゴム輪受口）

０１

砕石基礎

（ＲＣ－４０）

９０°支管

取付管

（塩ビ管φ２００）

コンクリート Ｕ型側溝

Ｕ－３００以下に使用。

　

Ｕ－４５０以下に使用。

グレーチング蓋寸法及び重量（参考値）

（単位：ｍｍ，㎏）

２　種 ６００ ９００

１　種 ５００ ８００

本　体

総重量

(受 枠)

本　体

(受 枠)

総重量

600×600×50

(620×620×56)

700×700×55

(720×720×61)

38

53

600×600×50

(620×620×56)

62

700×700×55

(720×720×56)

84

種　別 ｂ Ｂ 摘 要

R6.4.1改

（１８－８－２５）高炉Ｂ　W/C 指定無し

58

600×600×65

(620×620×71)

46

700×700×75

(720×720×81)

67

600×600×38

(620×620×44)

700×700×44

(720×720×50)

41

60

Ｔ-１４ Ｔ-２５

普通目(主部材ピッチ30㎜) 細　目(主部材ピッチ15㎜ )

Ｔ-２５Ｔ-１４



大　和　市

集 水 桝 標 準 構 造 図（２）

平 断 面 図 断 面 図

（単位：ｍｍ）

注）側塊は、工場にて流入・流出の削孔済。

１００ １００

１
０
０

１
０
０

ｂ

Ｂ

Ｂ ｂ

Ｕ型側溝

取付管（塩ビ管φ２００）

１
５
０

１
５
０

１０‰以上

縁塊

側塊

１
１
５
０
～
１
５
５
０

１
３
０
０
～
１
７
０
０

Ｔ
Ｈ

１
５
０

取付管（塩ビ管φ２００）

モルタル

φ
２
６
２

ｈ

ｔ

モルタル

砕石基礎

（ＲＣ－４０）

（ 参 考 図 ）

種　別

１　種

２　種

４５０

ｂ

６００

６５０

Ｂ

８００

　９０

Ｔ

１１０

９１０～１３１０

Ｈ

８９０～１２９０

３８０

ｈ

５４０ Ｕ－４５０以下に使用。

摘 　 要

４２０

ｔ

５８０

Ｕ－３００以下に使用。

59



大　和　市

集 水 桝 標 準 構 造 図（３）

１種（Ｔ－２５） １種（Ｔ－１４） ２種（Ｔ－２５） ２種（Ｔ－１４）

縁　　　塊

４５０

９
０

４５０

１１０°開閉

グレーチング蓋

１００ １００

６５０

４
５
０

１
０
０

１
０
０

６
５
０

４０ ４０

ピンヒンジ

グレーチング

受枠：黒ペイント

６
０

ｈ＝６０
６

２
４

１０

５０

１０

５０

５５０×４３１

５７０×４６２

ｈ＝６６

並目　Ｔ－２５

６５０

６
５
０

φ４

φ
６

６５０

２０
６０２０ ４５０

２０
６０２０

９
０

１
５
７
５

製品重量 ４０ｋｇ　（６８ｋｇ）

（　　）はグレーチング含む重量

４５０１００ １００

６５０

４
５
０

１
０
０

１
０
０

６
５
０

６００

１
１
０

１００ １００

８００

６
０
０

１
０
０

１
０
０

８
０
０

６

９
０

６
３
８

４
６

３
８

６
６６５０

６
５
０

φ４

φ
６

９
０

１
５
７
５

８００

８
０
０

φ４

φ
６

１
５

１
１
０

９
５

２０ ２０

８００

６００

製品重量 ４３ｋｇ　（６８ｋｇ）

製品重量 ６８ｋｇ　（１２３ｋｇ）

（　　）はグレーチング含む重量

（　　）はグレーチング含む重量

：亜鉛メッキ　

グレーチング蓋

グレーチング

受枠：黒ペイント

ｈ＝３８

５５０×４３１

５７０×４６２

ｈ＝４４

細目　Ｔ－１４

：亜鉛メッキ　

１１０°開閉

ピンヒンジ

４５０４０ ４０

１０

５０

１０

５０

６５０

２０
６０２０ ４５０

２０
６０２０

６００

１
１
０

６００

１００ １００

８００

６
０
０

１
０
０

１
０
０

８
０
０

７
５

６
２
９

８００

８
０
０

φ４

φ
６

１
５

１
１
０

９
５

２０ ２０

８００

６００

製品重量 ５７ｋｇ　（１１１ｋｇ）

（　　）はグレーチング含む重量

グレーチング蓋

グレーチング

受枠：黒ペイント

ｈ＝７５

７００×６０７

７２０×６３５

ｈ＝８１

並目　Ｔ－２５

：亜鉛メッキ　

１１０°開閉

ピンヒンジ

４０

１０

５０ ４０

１０

５０

６０２０６０２０

グレーチング蓋

細目　Ｔ－１４

１１０°開閉

ピンヒンジ

グレーチング

受枠：黒ペイント

ｈ＝３８

７００×５８２

７００×６１２

ｈ＝４４

：亜鉛メッキ　

６００４０

１０

５０ ４０

１０

５０

（ 参 考 図 ）
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大　和　市

集 水 桝 標 準 構 造 図（４）１　種 ２　種

側　　　塊
１
５
０

９
０

６５０

（Ｄ１０－６）

Ｄ
１
０
－
６

５０ ７５ ７５ ５０５＠８０＝４００

６
５
０

５
０

７
５

７
５

５
０

５
＠
８
０
＝
４
０
０

（Ｄ１０－６）

（Ｄ１０－６）

（Ｄ１０－６）

Ｄ
１
０
－
５

（
Ｄ
１
０
－
５
）

３
５
８
０

３
５

２
０

縁塊

側塊

９
１
０
～
１
３
１
０

（
Ｄ
１
０
－
６
）

Ｄ
１
０
－
６

（
Ｄ
１
０
－
６
）

Ｄ１０－６

Ｄ１０－６Ｄ１０－６

側塊製品重量：８７９ｋｇ

Ｄ１０－６

３
５ ５
５４
＠
２
０
０
＝
８
０
０
～
６
＠
２
０
０
＝
１
２
０
０

１
３
０
０
～
１
７
０
０

１
５
０

８００

１
１
０

３
５
８
０３
５ ２
５

Ｄ１３－６

（
Ｄ
１
０
－
６
）

Ｄ
１
３
－
６

８
０
０

７＠１００＝７００

７
＠
１
０
０
＝
７
０
０

Ｄ
１
０
－
５

（
Ｄ
１
０
－
５
）

Ｄ１３－６

Ｄ１３－６ Ｄ１３－６

（Ｄ１０－６）

（Ｄ１０－６） （Ｄ１０－６）

（
Ｄ
１
０
－
６
）

Ｄ
１
３
－
６

（Ｄ１０－６）

側塊製品重量：１１４３ｋｇ

縁塊

側塊２
０

８
９
０
～
１
２
９
０

３
５

１
３
０
０
～
１
７
０
０

４
＠
２
０
０
＝
８
０
０
～
６
＠
２
０
０
＝
１
２
０
０

　注）１種、２種とも（　）内数値は、Ｔ １４仕様

上段数値は、Ｔ－２５仕様

５０ ５０

５
０

５
０

（ 参 考 図 ）
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６％
(２％)

1
5
0

4
0
0

1
5
0

50 350 150

砕石基礎
(RC-40)

350 150

1
5
0

1
,
2
1
0

1
0

4
0

1
1
0

モルタル　１：３

1
5
0

(
1
3
0
)

9
5
0

(
1
,
2
3
0
)

マウンドアップ型

1
5
0

4
0
0

1
5
0

砕石基礎
(RC-40)

モルタル　１：３

1
5
0

7
0
0

150 350 150

350 150150

1
5
0
1
5
0

8
0
0

1
,
1
0
0

鋼製グレーチング(110°開閉型)T-14,T-25鋼製グレーチング(110°開閉型)T-14,T-25

桝 標 準 構 造 図（５）集 水

注（　）内の寸法は勾配２％に適用する。

１０‰以上 1
,
0
0
0

１０‰以上

コンクリート

1
,
0
0
0

（現場打ちＬ型側溝部）

1
7
0

1
1
0 1
0

5
0

（
1
3
0
）

６％
(２％)

50

歩車道境界ブロックAorB種

W2

W1

W2

W1

H
1

H
2

W1

W2

W1

W2

（
1
9
0
）

7
0
0

マウンドアップ

W1
歩道タイプ

W2 H1 H2

B種ブロックA種ブロック

W1 W2 H1 H2

715 165
20～
150200

寸法表 （単位：ｍｍ）

750 200
20～70～

250 200

20～
150

20～
200

870 220

H
2

830 180

セミフラット型

セミフラット

両面歩車道境界ブロックAorB種

（１８－８－２５）高炉Ｂ　W/C 指定無し
コンクリート
（１８－８－２５）高炉Ｂ　W/C 指定無し

R6.4.1改

※グレーチング受枠の参考寸法（Ｌ520×Ｗ430×Ｈ60：普通目T－25）

※泥溜めの深さは１５０㎜を標準とするが、環境に配慮して省略することができる。

４００×４００用（普通目、細目）滑り止め加工 ４００×４００用（普通目、細目）
滑り止め加工

61－1



0.05

(
1
7
0
)

大　和　市

桝 標 準 構 造 図集 水 　（６）
（鉄筋コンクリートＬＵ型側溝部）

　 塊

１０％Ｒ
＝２
０Ｒ

＝２
０

軟鋼厚１０ｍｍ

縁　　塊

上部側塊

下部側塊

底　　塊

砕石基礎
(ＲＣ－４０)

グレーチング蓋

2
2
0

1
5
0
1
0
0

5
0
0

3
5
0

1
5
0

1
,
1
1
5

1
5
5

1
0

1
5
0

6
0
0

100 400
500

500

100 300 100

2
2
0 1
0
0

1
0

5
0
6
0

30 10 10

8
0
1
5
5
1
0

1
0

Ａ

Ａ’

Ａ－Ａ’

500

6
0
0

500

1
0
0

6
0 4
0

φ6－6本

φ6－6本

360

4
8
6

30

6
0
0

6
7
3
0

4
0
6

3
0

6
7

縁

底　　塊

80 340 80

500

8
0

4
4
0

8
0

6
0
0

80 340 80

500

6
0

60

60 380 60

1
5

1
5

4
8
5

5
0
0

80 340 80

φ6－18本

φ6－5本

6
0

4
8
0

6
0

6
0
0

6030060

500

40 40

2
0
0

3
5
0

1
5

48 236 48

2
0

φ 6－4本

φ6－18本

上部側塊

個

〃

〃

１箇所当り

名　　　　称 規　　　　　　格 単位 数　　量

個

組

縁　　　　　塊

グレーチング

上　部　側　塊

下　部　側　塊

底　　　　　塊

砕　石　基　礎

都建築局型集水桝用300

500×600×350

500×600×500

500×600×100

ＲＣ－４０ ｍ
３

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

Ｔ－20鎖付け460×350×59

※　（　）内数値は切下げ用を示す。

φ6－6本

φ4－2本

φ4－2本

φ6－3本

φ4－6本
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2
0
0
以

上

幅削掘

（ 参 考 図 ）留 工 標 準 仮 設 図山

図　面　
図　面　断

平

し起 板矢

梁　切

腹

し起腹

梁　切

板矢
2500 2500750750750750

4000 4000 4000

2500

矢
　

板
　

長幅
削

掘

掘
 
削

 
深

 
（

Ｈ
）

5
0
0

基 準用適

矢板長

ｋＮ１１０×１３０×Ｌ
（Ｚ＝１２０ｃｍ ）

（ｍ） 段数 腹 起 し 切　　梁

支 保 工

〃

〃

〃

〃

１

２

２

１８０ ２．００＜Ｈ≦．１

５ １．８Ｈ≦≦． ０１

．００ ２．３＜Ｈ≦２ ０

２．３０ ２．８０＜Ｈ≦

．０

２．５

２．５

３．０

容軸力＝７．５

〃

〃

〃

〃２２．８０ ３． ０＜Ｈ≦ ３ ３．５

　
３ ３．＜Ｈ≦． ０５ ０８

〃

〃

〃

〃

２

３

００ ≦ ５３． Ｈ ．３ ＜ ３ ４．０

４．０

深

３

（ｍ）

０

削

Ｈ Ｌ

２ 許

掘

　 　大 和 市
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　和　市大

R6.4.1改

流水方向

上下流マンホール継手を使用した場合の配管図 くら形マンホール継手を使用した場合の配管図
上下流共通

断　面　図

下流用マンホール継手 上流用マンホール継手

調整管（ゴム輪受口）

　　　向で０．９ｍ以上確保すること。
注１．　取付管は、管接続部から０．９ｍ以上、取付管と取付管の中心で管軸方

塩ビ管は、マンホール内壁に合わせて調整すること。

くら形マンホール継手

下水道用硬質塩化ビニル管
（ゴム輪受口片受直管）

下水道用硬質塩化ビニル管
（ゴム輪受口片受直管）

　２．　本管はゴム輪受口を標準とするが、耐震構造計算により安全性が確認で
　　　きれば、接着受口を使用することができる。

硬質塩化ビニル管（開削工法）マンホール部の接合詳細図

63-1

樹脂系接合剤

樹脂系接合剤またはモルタル 砂基礎
砂基礎



　和　市大

R6.4.1改

推進管推進管 推進管

推進管

注１．　マンホール継手（下流用及び上流用）及び調整管は同管種用を使用する。
　２．　取付管は、１ｍ以下の管は管中央に、２ｍ管は推進管の接続部から取付管
　　　の心で0.5ｍ以上離すこと。

低耐荷力推進工法（塩ビ推進）マンホール部の接合及び埋戻し

下流用マンホール継手
以
上

以
上

10
0
㎜

10
0
㎜

良質土埋戻し

立坑部分

調整管（ゴム輪受口）
砂基礎

接着受口カラー

良質土
埋戻し

立坑部分

上流用マンホール継手
砂基礎

調整管

接着受口カラー

流水方向

上下流マンホール継手を使用した場合の配管図 くら形マンホール継手を使用した場合の配管図
上下流共通

くら形マンホール継手

接着受口カラー
調整管

砂基礎

立坑部分推進部分 推進部分

断　面　図

以
上

1
0
0
㎜

1
0
0
㎜

以
上

平　面　図

良質土
埋戻し

良質土
埋戻し

砂基礎

塩ビ管は、マンホール内壁に合わせて長さを調整すること。
樹脂系接合剤またはモルタル

樹脂系接合剤

63-2



ゆるみ修正具

１００

１５０

２００

３００

４００

５００

６００

７５０

鋼　　管

鋼　　管

鋼　　管

鋼　　管

鋼　　管

鋼　　管

鋼　　管

鋼　　管

鋼　　管

　　５．３１

　２４．００

　１２．２０

　３５．８０

　１９．８０

　５１．６０

　３０．１０

　７９．７０

　５３．００

　７７．６０

１０７．００

１４１．００

２２０．００

３．０以内

３．０

３．０

３．０

３．０

３．０

３．０

３．０

３．０

３．０

ワイヤー吊り間隔

φ　８

φ　８

φ　８

φ　８

φ　８

φ　８

φ　８

φ　８

φ　８

φ　８

φ　８

φ　８

　９×１５０

　９×１５０

　９×１５０

　９×１５０

　９×１５０

　９×１５０

　９×１５０

　９×１５０

　９×１５０

　９×１５０

　　８．７９

大　和　市

ガ ス 管 吊 防 護 図（参考図）

５００ ５００

以上 以上

側 面 図 〔 Ｔ Ｍ 管 〕 口径８０ｍｍ以下

２５０以上

鋼　製

松 丸 太 二 ツ 割

Ｌ

ゴ ム 板

み ぞ 形 鋼

吊 り 桁

路面受け桁

口径８０ｍｍ以下

鋼　製 Ｌ

松 丸 太 二 ツ 割

吊 り 桁

ゆるみ修正具

ワイヤークリップ

ワイヤーロープ

ゴ ム 板

ゴ ム 板

みぞ形鋼

［－１５０×７５×９×１２５

口径１００～３００ｍｍ

鋼　製 Ｌ

松 丸 太 二 ツ 割

吊 り 桁

ゆるみ修正具

ワイヤークリップ

ワイヤーロープ

口径４００ｍｍ以上

松 材

Ｌ

松 丸 太 二 ツ 割

吊 り 桁

ゆるみ修正具

ワイヤークリップ

ワイヤーロープ

松 材

鋼　製

口　　径
管　　種

管 重 量

ワイヤーロープ

クリップ
備　　考

　５０以下

　８０

鋼　　管

Ｔ Ｍ 管

Ｔ Ｍ 管

Ｔ Ｍ 管

Ｔ Ｍ 管

　〃

２．５　〃

　〃

２．５　〃

　〃

２．５　〃

　〃

２．５　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

ＪＩＳＧ－３５２５

６×２４Ａ種

（ｍｍ）以上 （ｍｍ）以上

バックル

タ ー ン

ＪＩＳＢ－２８０９

（ｍｍ）以上（ｋｇ／ｍ）　（ｍｍ） （ｍ）

φ１０

φ１２．５

１２×２００

１６×２５０

１６×２５０

２２×３２５
ＭＲ
ＦＲ

　８

１２

ＭＲ
ＦＲ

　８
ＭＲ
ＦＲ

　８
ＭＲ
ＦＲ

　８
ＭＲ
ＦＲ

　８
ＭＲ
ＦＲ

　８
ＭＲ
ＦＲ

　８
ＭＲ
ＦＲ

　８
ＭＲ
ＦＲ

　８
ＭＲ
ＦＲ

　８
ＭＲ
ＦＲ

　８
ＭＲ
ＦＲ

　８
ＭＲ
ＦＲ

１０
ＭＲ
ＦＲ

受はり鋼

材使用

　　とする。

〔注〕１．鋼管の吊り防護の場合は、管と当木の間にゴム板（ｔ＝６ｍｍ）を巻付ける。

２．ゆるみ修正具（ターンバックル）の破断荷重は、本標準工法に示す破断荷重以上

３．本図の吊り間隔，使用材料は荷重条件を５０φ，８０φはガス管重量および受け

　　はり重量（みぞ形鋼）を考慮しているが、１００φ以上はガス管重量のみである

　　ため、その他の荷重が加わる場合は別途設計する。

４．使用する鋼材はＪＩＳＧ－３１０１「一般構造用圧延鋼材」，ＪＩＳＢ－１１８

　　０「六角ボルト」，ＪＩＳＢ－１１８１「六角ナット」とする。

５．ボルトの径はＭ２２以上とし、堅固に締結する。
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かすがい

角　材 角　材

大　和　市

受け防護の設置例吊り防護の設置例

〔注〕掘削幅（けたの支間長）が狭く、小規模掘削の場合および振動等が少ない場合の設置例である。

６０ｃｍ以上

１．５ｍ間隔

ターンバックル

ワイヤロープ

ワイヤロープ

または　鉄線

１．５ｍ間隔

電 話 ケ ー ブ ル 吊 防 護 図（参考図）

枕　　木

支 持 杭
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　市

※　振動が少ない場合の管路吊防護の例

楔

楔

楔

大　和

電 力 ケ ー ブ ル 吊 防 護 図（参考図）

全胴締管路－ヒューム管９条の場合

覆工板

路面受桁

丸太（１２０） 太鼓落し（１５０）

または松角

（１５０×１５０） ターンバックル

オーフ型径１２ｍｍ

ワイヤー（１２ｍｍ） １，５００以内 １，５００以内

松平角（１２０×１５０）

部分胴締管路－ヒューム管９条の場合

覆工板

太鼓しまたは松角

ターンバックル

オーフ型径１２ｍｍ

コト
ン
ク
リ
ー

胴

締

コト
ン
ク
リ
ー

胴

締

８００ １２００ ８００

覆 工 板

覆工 板

鋳鉄管路９条の場合

覆工板

路面受桁

丸太末口（１２０） （１２０×１００）

吊ワイヤー（９ｍｍ）

管台挿入（７５）松角または押角（１００）

～１，４００

覆 工 板

１，２００６００
１，２００

１，２００ ６００

注）管の継手（鉛コーキング）は入念に点検し、ゆるんでいる場合は

鈍し鉄線で管を連結して締めること。

太鼓しまたは松角

丸太末口（１２０）

面受桁路

吊ワイヤー（９ｍｍ）

松角（７５）

生松角（１００×１００）

ターンバックル

オーフ型径１２ｍｍ
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５００３００ Ｌ ＬＬ Ｌ

側 面 図

３５０未満

Ｌ Ｌ

呼 び 径

Ｄ（㎜）

ワイヤーロープ

　８

１４

１８

　９

１２

１９

２５

ワイヤークリップ

記 号 数 量

５コ

５コ

松 板 吊 り 桁 （ 溝 形 鋼 ）

大　和　市

水 道 管 吊 防 護 図（参考図）
※　鋳鉄管（ソケット継手を除く）の例

縦 断 箇 所 横 断 箇 所

６０００

２０００ ２０００２０００

専用桁間隔 ６０００専用桁間隔

覆 工 板

専 用 桁
松丸太二ツ割

Ｌ－１５０×１５０×１２

ボルトＭ２２吊 り 桁
ワイヤーロープ

ワイヤークリップ

吊り下げ金物

松 板

鉄板４㎜　ステープル止

覆 工 板

専 用 桁

路面覆工桁

松丸太二ツ割

吊 り 桁

ワイヤーロープ

Ｌ－１５０×１５０×１２

ボルトＭ２２

吊り下げ金物

ワイヤークリップ

（ターンバックル）

松板（あて木）

ゴム板６㎜以上

断 面 図

覆工 板

吊り下げ金物

ワイヤーロープ

ゴム板　ｔ＝６㎜

ワイヤークリップ

松丸太二ツ割

路面覆工桁

専 用 桁

覆 工 板

路面覆工桁

３
５
０
～

１
５
０
０

吊り下げ金物

ワイヤーロープ

ゴム板　ｔ＝６㎜

ワイヤークリップ

専 用 桁

松丸太二ツ割

覆 工 板

松丸太二ツ割 路面覆工桁

吊り下げ金物

ワイヤーロープ

ワイヤークリップ

掘 削 内

内径３５０未満 内径３５０以上

側 面 図

注　吊り間隔及び吊り材は縦断箇所の場合に準ずる。

１５００

１１００

１０００

　　７００

　　６００

　　４００

　　３５０

　　　７５

吊り間隔

Ｌ（㎜）

２０００

１０００

（㎜）以上
（ターンバックル）

吊り下げ金物

（㎜）以上

ＭＲ－１８

ＦＲ－１８

ＭＲ－１４

ＦＲ－１４

ＭＲ－８

ＦＲ－８

４コ

４コ

４コ

４コ
１００×５０×３０

１５０×１００×３０

２００×１００×３６

φ１３５０－φ１５００：３８０×１００×１０．５×１６

φ７００－φ１２００：３００×９０×１２×６

２０ ×８０×７．５×１１０
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